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http://www.facebook.com/minamialps.loco
このページは南アルプス市の女子クリエーターグループ “南アルプス ! LOCO” が編集・制作しています。

南アルプス！ロコf いいね！
を押して
応援してね♥

子育て最中のパパ & ママ同士がランチ
やお茶をしながら、日頃の悩みやモヤモ
ヤを発散できたり、ホッと一息つける場
所「子育ていろいろカフェ」を行なって
います。子育て講座のトレーナーが常駐
してます。子連れももちろんOK！
毎週火曜 12：00～13：30
会場：金丸文化学園

南アルプスのステキ情報気になるコト・大好きを女子目線でいっぱいつめこみます。
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【お問い合わせ】
市民活動センター TEL 055-282-7325　

MINAMI ALPS

市民活動・NPO・サークルなど

活動紹介活動紹介

参加者募集中!!

L
O
C
O（
以
下
・
L
） 

パ
ノ
ラ
ミ
カ
さ
ん

が
移
転
し
て
来
た
の
は
、
3
年
前
だ
っ
た

で
し
ょ
う
か
。当
時
か
ら
「
南
ア
ル
プ
ス
市

に
美
味
し
い
イ
タ
リ
ア
ン
レ
ス
ト
ラ
ン
が

来
る
よ
！
」と
わ
く
わ
く
し
て
い
ま
し
た
。

野
中
（
以
下
・
野
） 

そ
う
だ
っ
た
ん
で
す

か
！ 

タ
イ
ミ
ン
グ
や
条
件
、
そ
れ
か
ら
ご

縁
が
重
な
っ
て
、
甲
斐
市
か
ら
移
っ
て
き

ま
し
た
。川
を
越
え
る
と
様
子
が
変
わ
る

こ
と
も
あ
っ
て
、
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
の

移
転
で
し
た
。で
も
昔
か
ら
の
お
客
さ
ん

も「
来
て
み
る
と
結
構
近
い
！
」っ
て
言
っ

て
、変
わ
ら
ず
足
を
運
ん
で
く
れ
ま
す
。

L
　
少
し
遠
く
て
も
パ
ノ
ラ
ミ
カ
さ
ん
に

行
き
た
い
！
っ
て
い
う
フ
ァ
ン
が
多
い
の

で
し
ょ
う
ね
。

野
　小
淵
沢
や
鰍
沢
か
ら
来
て
く
れ
た

り
、
静
岡
か
ら
長
野
へ
抜
け
る
途
中
に

寄
っ
て
く
だ
さ
る
方
も
い
ま
す
。最
近
は

無
尽
で
使
っ
て
く
れ
る
男
性
客
も
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
よ
。

L
　
女
性
客
が
多
い
の
か
な
と
思
っ
て
い

ま
し
た
が
、
老
若
男
女
に
愛
さ
れ
る
お
店

な
ん
で
す
ね
！

野
　女
性
が
９
割
く
ら
い
で
す
け
ど
ね

（
笑
）
基
本
的
に
夫
婦
２
人
で
お
店
を
回
し

て
い
る
の
で
、
ち
ょ
っ
と
お
待
た
せ
す
る

こ
と
も
あ
り
、
そ
こ
は
申
し
訳
な
い
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。で
も
提
供
す
る
も
の
は

全
て
手
作
り
に
し
た
い
の
で
。

L
　
料
理
人
の
プ
ラ
イ
ド
を
感
じ
ま
す
。

何
を
食
べ
て
も
美
味
し
い
の
で
す
が
、
こ

だ
わ
り
な
ど
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

野
　南
ア
ル
プ
ス
市
に
来
て
か
ら
果
物

の
頂
き
物
が
も
の
す
ご
く
増
え
て
、
し
か

も
ど
れ
も
美
味
し
い
！
せ
っ
か
く
な
ら

と
デ
ザ
ー
ト
も
い
ろ
い
ろ
作
っ
て
い
ま

す
。お
魚
は
淡
路
島
か
ら
直
送
で
送
っ
て

も
ら
っ
た
り
し
て
い
ま
す
が
、
あ
ま
り
そ

れ
を
う
り
に
し
た
い
と
も
思
っ
て
い
な

い
の
で…

 

食
材
へ
の
こ
だ
わ
り
は
、ほ
ど

ほ
ど
で
す（
笑
）

み
ん
な
が
笑
顔
に
な
る
場
所
に

野
　「オ
ス
テ
リ
ア
」
っ
て
居
酒
屋
み
た
い

な
イ
メ
ー
ジ
な
ん
で
す
。な
の
で
、
お
料
理

を
取
り
分
け
な
が
ら
、仲
間
と
ゆ
っ
く
り

食
事
を
楽
し
む
場
に
な
っ
て
ほ
し
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。こ
だ
わ
り
が
あ
る
と
す

れ
ば
、そ
こ
か
な
？

L
　
お
腹
を
満
た
す
ん
じ
ゃ
な
く
、
豊
か

な
時
間
を
過
ご
す
と
こ
ろ
、
っ
て
い
う
イ

メ
ー
ジ
で
し
ょ
う
か
？

野
　そ
う
だ
と
い
い
な
ぁ
と
思
い
ま
す
。

あ
と
は
「
こ
う
い
う
お
肉
食
べ
た
い
か
ら
、

そ
れ
を
中
心
に
」
と
か
、「
こ
う
い
う
ワ
イ

ン
会
を
し
た
い
」
と
か
の
リ
ク
エ
ス
ト
に

も
対
応
し
て
い
ま
す
。近
く
に
熱
い
パ
ン

屋
さ
ん
や
ワ
イ
ナ
リ
ー
も
あ
る
の
で
、
み

ん
な
で
協
力
し
な
が
ら
盛
り
上
げ
て
行
き

た
い
で
す
ね
！

11 オステリア パノラミカinterview

野中愛子さん

Foster Life

国産小麦でできたふわふわパン
に、マルトクフルーツ（上八田）
の柿や、河野フルーツ（上宮地）
のキウイなどフルーツをたっぷ
り詰めてホイップクリームで挟
みました♡

小笠原 1654-4 ／ 055-284-0252
9：00～19：00 ／日曜日・祝日定休

※広報 1 月号で紹介しました「ばつぐん」の営業時間について、 11：00 ～ 14：00・17：30 ～ 21：00、 月曜・第 1 火曜定休に訂正させていただきます。

◇ 南アルプス市桃園 1685-1
☎ 055-206-1251
○ 11:30～14:00、18:00～21:00
定休日：水曜定休、不定休

LOCO MAGA



平
成
31
年
南
ア
ル
プ
ス
市
成
人
式

   

二
十
歳
の
門
出

1・2 新成人を代表して抱負を発表する㓛刀啓太郎さんと齋藤
優衣さん　3・8  会場入口で友人との再会を喜ぶ　5  誓いの
言葉を宣誓する松本岳志さん　4・6・7・9・10・12・13  友人
たちと笑顔で撮影　11  あでやかに彩られた式典会場　14・
15・16・17   小学校時代のタイムカプセルから出てきた手紙
や、少年野球で優勝したときのメダル、思い出のサッカーボール
を手に

■
新
成
人
　

　平
成
10
年
４
月
２
日
〜

　
平
成
11
年
４
月
１
日
生
ま
れ

後
、
そ
れ
ぞ
れ
が
さ
ま
ざ
ま
な
道
を
歩

ん
で
い
る
。
成
人
を
迎
え
、
責
任
を
持
っ

た
行
動
を
心
が
け
、
何
事
に
も
失
敗
を

恐
れ
ず
挑
戦
で
き
る
強
い〝
大
人
〞に
な

り
、
山
梨
県
の
発
展
に
貢
献
し
た
い
。」

と
、
抱
負
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
松
本
岳
志
さ
ん（
芦
安
中
学
校

出
身
）か
ら
は
、「
成
人
と
し
て
の
新
た

な
自
覚
を
も
っ
て
、
日
本
国
憲
法
を
守

り
、
正
し
い
民
主
主
義
を
身
に
つ
け
、

平
和
で
文
化
の
薫
り
高
い
社
会
の
建
設

に
尽
く
す
こ
と
を
誓
い
ま
す
」
と
、
力

強
く
誓
い
の
言
葉
が
宣
誓
さ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
の
あ
と
、
い
く
つ
か
の
小
学
校

の
卒
業
生
に
は
、
当
時
の
級
友
か
ら
の

手
紙
や
少
年
野
球
で
優
勝
し
た
と
き
の

メ
ダ
ル
な
ど
が
入
っ
た〝
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
〞

が
配
ら
れ
、
懐
か
し
い
品
々
を
手
に
取
り

な
が
ら
思
い
出
を
振
り
返
る
姿
が
見
ら

れ
ま
し
た
。 ま

つ
も
と  

た
け
し

　
１
月
13
日
、
桃
源
文
化
会
館
に
お
い

て
平
成
31
年
南
ア
ル
プ
ス
市
成
人
式
が

挙
行
さ
れ
、
８
２
０
人
の
新
成
人
が
新

た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
、
華
や
か
な
振
袖
や
袴
、

真
新
し
い
ス
ー
ツ
に
身
を
包
ん
だ
新
成

人
が
集
い
、
同
級
生
や
恩
師
と
と
も
に

二
十
歳
の
門
出
を
喜
び
あ
う
姿
が
見
ら

れ
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
市
長
か
ら
励
ま
し
の
こ

と
ば
が
送
ら
れ
、
こ
れ
を
受
け
、
新
成

人
を
代
表
し
て
、㓛
刀
啓
太
郎
さ
ん（
白
根

巨
摩
中
学
校
出
身
）か
ら
「
今
日
ま
で
支

え
て
く
れ
た
家
族
、
指
導
し
て
く
れ
た

恩
師
、
小
さ
な
頃
か
ら
見
守
っ
て
く
れ

た
地
域
の
方
々
に
感
謝
し
て
い
る
。
私

た
ち
は
、
新
し
い
時
代
を
新
成
人
と
し

て
歩
み
出
す
節
目
を
迎
え
て
い
る
。
仲

間
た
ち
と
の
思
い
出
を
胸
に
、
中
学
校

の
社
会
科
教
員
に
な
る
と
い
う
将
来
の

夢
に
向
か
っ
て
力
強
く
前
向
き
に
生
き

て
い
き
た
い
。」、
ま
た
、
齋
藤
優
衣
さ
ん

（
八
田
中
学
校
出
身
）か
ら
は
、
同
じ
く

感
謝
の
気
持
ち
と
と
も
に
「
中
学
校
卒
業

く
ぬ
ぎ    

け
い
た
ろ
う

さ
い
と
う  

ゆ

　 い

12

678

11

9

13

151617

10

12

14

4

35

    23



平
成
31
年
南
ア
ル
プ
ス
市
成
人
式

   

二
十
歳
の
門
出

1・2 新成人を代表して抱負を発表する㓛刀啓太郎さんと齋藤
優衣さん　3・8  会場入口で友人との再会を喜ぶ　5  誓いの
言葉を宣誓する松本岳志さん　4・6・7・9・10・12・13  友人
たちと笑顔で撮影　11  あでやかに彩られた式典会場　14・
15・16・17   小学校時代のタイムカプセルから出てきた手紙
や、少年野球で優勝したときのメダル、思い出のサッカーボール
を手に

■
新
成
人
　

　平
成
10
年
４
月
２
日
〜

　
平
成
11
年
４
月
１
日
生
ま
れ

後
、
そ
れ
ぞ
れ
が
さ
ま
ざ
ま
な
道
を
歩

ん
で
い
る
。
成
人
を
迎
え
、
責
任
を
持
っ

た
行
動
を
心
が
け
、
何
事
に
も
失
敗
を

恐
れ
ず
挑
戦
で
き
る
強
い〝
大
人
〞に
な

り
、
山
梨
県
の
発
展
に
貢
献
し
た
い
。」

と
、
抱
負
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
松
本
岳
志
さ
ん（
芦
安
中
学
校

出
身
）か
ら
は
、「
成
人
と
し
て
の
新
た

な
自
覚
を
も
っ
て
、
日
本
国
憲
法
を
守

り
、
正
し
い
民
主
主
義
を
身
に
つ
け
、

平
和
で
文
化
の
薫
り
高
い
社
会
の
建
設

に
尽
く
す
こ
と
を
誓
い
ま
す
」
と
、
力

強
く
誓
い
の
言
葉
が
宣
誓
さ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
の
あ
と
、
い
く
つ
か
の
小
学
校

の
卒
業
生
に
は
、
当
時
の
級
友
か
ら
の

手
紙
や
少
年
野
球
で
優
勝
し
た
と
き
の

メ
ダ
ル
な
ど
が
入
っ
た〝
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
〞

が
配
ら
れ
、
懐
か
し
い
品
々
を
手
に
取
り

な
が
ら
思
い
出
を
振
り
返
る
姿
が
見
ら

れ
ま
し
た
。 ま

つ
も
と  

た
け
し

　
１
月
13
日
、
桃
源
文
化
会
館
に
お
い

て
平
成
31
年
南
ア
ル
プ
ス
市
成
人
式
が

挙
行
さ
れ
、
８
２
０
人
の
新
成
人
が
新

た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
、
華
や
か
な
振
袖
や
袴
、

真
新
し
い
ス
ー
ツ
に
身
を
包
ん
だ
新
成

人
が
集
い
、
同
級
生
や
恩
師
と
と
も
に

二
十
歳
の
門
出
を
喜
び
あ
う
姿
が
見
ら

れ
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
市
長
か
ら
励
ま
し
の
こ

と
ば
が
送
ら
れ
、
こ
れ
を
受
け
、
新
成

人
を
代
表
し
て
、㓛
刀
啓
太
郎
さ
ん（
白
根

巨
摩
中
学
校
出
身
）か
ら
「
今
日
ま
で
支

え
て
く
れ
た
家
族
、
指
導
し
て
く
れ
た

恩
師
、
小
さ
な
頃
か
ら
見
守
っ
て
く
れ

た
地
域
の
方
々
に
感
謝
し
て
い
る
。
私

た
ち
は
、
新
し
い
時
代
を
新
成
人
と
し

て
歩
み
出
す
節
目
を
迎
え
て
い
る
。
仲

間
た
ち
と
の
思
い
出
を
胸
に
、
中
学
校

の
社
会
科
教
員
に
な
る
と
い
う
将
来
の

夢
に
向
か
っ
て
力
強
く
前
向
き
に
生
き

て
い
き
た
い
。」、
ま
た
、
齋
藤
優
衣
さ
ん

（
八
田
中
学
校
出
身
）か
ら
は
、
同
じ
く

感
謝
の
気
持
ち
と
と
も
に
「
中
学
校
卒
業

く
ぬ
ぎ    

け
い
た
ろ
う

さ
い
と
う  

ゆ

　 い

12

678

11

9

13

151617

10

12

14

4

35

    23



    45

　市内５か所で行なっている子育て支援センターでは、 小さな子ども（未就
園児）とその保護者に、 自由な遊びやコミュニケーションの場を提供してい
ます。 子どもと一緒に運動遊びや工作などを楽しめるだけでなく、 保護者
が子育ての知恵や考え方を学べる場にもなっています。 利用は無料です。
　開放日や時間については、 各施設にお問い合わせください。

お問合せ／
●さくらんぼ保育園（桃園337） ☎282-8111 ●豊保育所（吉田804） ☎282-0189
●大明保育所（鮎沢1063-1） ☎282-1307 ●マコト愛児園（下今井841-5） ☎282-1510
●あんふぁんワールド（百々3013-1） ☎269-7568

子育て支援センター

　市内に６か所ある児童館では、 18歳未満の子どもたちのために、 さまざ
まな遊びを用意しています。 各館に特色があり、 親子教室など開催される
イベントもさまざまですので、 近くの児童館以外に行ってみるのもおすす
めです。 休館日は青少年児童センターのみ月曜日、 他の児童館は日曜日と
祝日です。 利用は無料です。
※来年度の幼児教室について、 情報ひろば４ページに募集記事を掲載しています。

お問合せ／
●八田児童館（榎原794-16） ☎285-0042 ●白根児童館（飯野2806-1） ☎282-7461
●若草なかよし児童館（藤田1512） ☎283-5344 ●おおケヤキ児童館（寺部1479） ☎284-7455
●青少年児童センター南風（山寺258-1） ☎282-7324 ●甲西児童館（清水24） ☎282-7356　

児 童 館

親子の広場へ行ってみよう！親子の広場へ行ってみよう！親子の広場へ行ってみよう！親子の広場へ行ってみよう！

　子育てを手助けしてほしい人（おねがい会員）と子育ての手助けをしたい
人（まかせて会員）との間を結ぶ子育て支援事業です。 講習を受けた「まかせ
て会員」が、 子どもの預かり、 園や塾への送迎などを行なっています。
　「おねがい会員」の対象は生後３ヵ月～12歳の子どもを育てている方で、 
利用料は１時間800円（土日祝日および夜間は900円）。 利用料には、 市から
200円の助成があります。

お問合せ／子育て支援課　☎282-7293

ファミリーサポートセンター

　講習を受けたボランティアのホームビジターが定期的に家庭を訪問して、 
利用者の要望に応じたサポートをします。 サポート内容は、 一緒に公園に遊
びに行く、 食事や離乳食をつくる、ママの今の気持ちに寄り添ってもらう等、 
比較的気軽に頼める内容です（家事の代行やベビーシッターはできません）。
　対象は市内在住で未就学児を育てている方です。 利用料は無料で、 １回
のお申し込みで、週１回、２時間程度、おおむね４回まで利用できます。

お問合せ／NPO法人 あんふぁんねっと　☎269-7568

ホームスタート

地域の皆さんの力をおかりして、子育てを手助け！地域の皆さんの力をおかりして、子育てを手助け！地域の皆さんの力をおかりして、子育てを手助け！地域の皆さんの力をおかりして、子育てを手助け！ 　市では、 子育てに奮闘しているお母さんやお父さんをサポートするため、 これまでに、 保育料助成
の拡大（無条件での第２子半額、 第３子以降無料）や、 18歳までの医療費窓口無料化などの施策を実施
してきました。 
　また、 こうした経済的な支援のほかにも、 健康増進課の窓口に助産師を配置して、 出産後の悩みや
気になることを気軽に相談できるようにするなど、 皆さんの悩みや疑問にこたえられるような体制づ
くりにも力を入れています。
　市ではこれからも、 子育てをしている皆さんが子育てを楽しみ、 幸せを感じられるような支援をし
ていきます。 このページでは、 もっと利用してほしい子育て事業の一部を紹介します。
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　市内５か所で行なっている子育て支援センターでは、 小さな子ども（未就
園児）とその保護者に、 自由な遊びやコミュニケーションの場を提供してい
ます。 子どもと一緒に運動遊びや工作などを楽しめるだけでなく、 保護者
が子育ての知恵や考え方を学べる場にもなっています。 利用は無料です。
　開放日や時間については、 各施設にお問い合わせください。

お問合せ／
●さくらんぼ保育園（桃園337） ☎282-8111 ●豊保育所（吉田804） ☎282-0189
●大明保育所（鮎沢1063-1） ☎282-1307 ●マコト愛児園（下今井841-5） ☎282-1510
●あんふぁんワールド（百々3013-1） ☎269-7568

子育て支援センター

　市内に６か所ある児童館では、 18歳未満の子どもたちのために、 さまざ
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●八田児童館（榎原794-16） ☎285-0042 ●白根児童館（飯野2806-1） ☎282-7461
●若草なかよし児童館（藤田1512） ☎283-5344 ●おおケヤキ児童館（寺部1479） ☎284-7455
●青少年児童センター南風（山寺258-1） ☎282-7324 ●甲西児童館（清水24） ☎282-7356　

児 童 館

親子の広場へ行ってみよう！親子の広場へ行ってみよう！親子の広場へ行ってみよう！親子の広場へ行ってみよう！
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のお申し込みで、週１回、２時間程度、おおむね４回まで利用できます。

お問合せ／NPO法人 あんふぁんねっと　☎269-7568

ホームスタート
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の拡大（無条件での第２子半額、 第３子以降無料）や、 18歳までの医療費窓口無料化などの施策を実施
してきました。 
　また、 こうした経済的な支援のほかにも、 健康増進課の窓口に助産師を配置して、 出産後の悩みや
気になることを気軽に相談できるようにするなど、 皆さんの悩みや疑問にこたえられるような体制づ
くりにも力を入れています。
　市ではこれからも、 子育てをしている皆さんが子育てを楽しみ、 幸せを感じられるような支援をし
ていきます。 このページでは、 もっと利用してほしい子育て事業の一部を紹介します。
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税の申告がはじまります
申告手続きには、毎年 マイナンバーの記載 + 本人確認書類の提示 が必要です。
本人確認書類

マイナンバーカードのみで本人確認（番号確認と身元確認）が可能です。マイナンバーカードをお持ちの方

マイナンバーカードを
お持ちでない方

申告にはマイナンバーが必要です

公的年金等の収入金額の合計額が400万円以下で、かつ公的年金等以外の所得金額が20万円以下である場合は、 所得税の確定申告
をする必要はありません。 （ただし、 公的年金以外の所得がある方は、 その所得金額が20万円以下でも住民税の申告は必要です）
★所得税の還付を受けるには、確定申告書を提出する必要があります。

平成31年１月１日現在で、 市内に住所を有する方が、 前年中（平成30年１月１日から12月31日まで）の所得を申告します。
収入のなかった方（扶養されていた方や遺族年金・障害年金受給者、その他就職活動中の方等）も必ず申告してください。
※所得税の確定申告とは異なります。

公的年金等を受給されている方へ

❶確定申告は自主申告となっています。 
　事業をされている方等、 確定申告書に収支内訳書の添付が必要となる方は、 必ず事前に作成してからご来場ください。
❷医療費控除を受ける方は、 「医療費控除の明細書」を必ず事前に作成してからご来場ください。
　（明細書は税務課・各窓口サービスセンターで配布しています。 また、 国税庁のホームページからのダウンロードも可能です。）
　※国民健康保険・後期高齢者医療制度の医療費通知が添付書類として利用できます（8ページ参照）
❸添付書類に不足がある場合は受け付けできません。 
　※平成29年分の確定申告を市等の相談会場で行なった方には、 税務署から確定申告書等は送付されずに「確定申告のお知らせ」が送付されます。
❹株や土地建物の譲渡所得、 先物取引、 雑損控除がある方や青色申告の方は、 税務署での申告をお願いします。

市役所で確定申告される方へお願い

平成31年度 市民税・県民税・
国民健康保険税の申告について

税務課職員が各窓口サービスセンターで相談受付をします。

◆申告がない場合、 国民健康保険等各種保険料の算定に影響を及ぼす可能性があります。
　また、 所得証明書等を即時発行できない場合がありますのでご注意ください。
◆申告相談窓口は大変混雑しますので、 あらかじめ必要書類をご確認の上、 ご自身で申告書の記載（自己申告）
　ができるようにしてください。

住民税（市民税･県民税）申告相談受付について

❶申告書はマイナンバーをご記入のうえ、 本人確認書類、印鑑と一緒にお持ちください。
❷生命保険料（個人年金・介護医療保険料を含む）・地震保険料（地震保険・建物共済等）・国民年金保険料等の控除を受ける
　場合は、 控除証明書を忘れずにお持ちください。
❸営業所得、 農業所得、 不動産所得のある方は、 収支明細を申告書裏面の収支内訳欄に必ず記入してください。
　（内訳が書ききれない方は、 税務課・各窓口サービスセンターに収支内訳書の用紙がありますのでご利用ください。）
❹医療費控除を受ける方は、 「医療費控除の明細書」を事前に作成してからご来場ください。 
　（明細書は税務課・各窓口サービスセンターで配布しています）
　※国民健康保険・後期高齢者医療制度の医療費通知が添付書類として利用できます（8ページ参照）
❺障害者控除を受ける場合は、 対象の方の手帳または障害者控除対象者認定書をお持ちください。
❻給与所得のある方は「給与所得の源泉徴収票」、 公的年金所得のある方は「公的年金等の源泉徴収票」をお持ちください。

申告される方へのお願い

次のいずれかに該当する方は、住民税の申告が不要です。（年齢は１月１日現在）
❶収入が公的年金等のみの６４歳以下の方で、年金の収入金額の合計が９８万円以下の方
❷収入が公的年金等のみの６５歳以上の方で、年金の収入金額の合計が１４８万円以下の方
❸収入が公的年金等のみで、公的年金等の源泉徴収票の内容に控除（扶養・障害・寡婦・寡夫控除、生命保険料控除等）を
　追加しない方
　※❶❷❸であっても遺族年金、障害年金のみの方は申告が必要です。
❹収入が給与所得のみで、年末調整した給与支払報告書が会社などから市役所に提出されている方。
　※年末調整がされていない方でも、市役所に提出された給与支払報告書の内容に控除を追加しない場合は申告の必要
　　はありません。
❺所得税の確定申告書を提出する方

申告をする必要がない方

住民税申告書がお手元にない場合は、 税務課・各窓口サービスセンターで申告書をお受け取りください。
なお、 平成29年分の確定申告書を提出した方には、 住民税の申告書を送付していません。

その他

郵送での提出も可能です

開催日　２月５日（火）・６日（水）　※芦安窓口サービスセンターは、２月５日（火）のみ行ないます。

宛　先　〒400-0395 南アルプス市小笠原376　南アルプス市役所 税務課市民税担当　

時　間　8：30～12：00、 13：00～16：00 場　所　各窓口サービスセンター
※本庁税務課では、 ２月１日（金）～３月15日（金）まで申告相談を受け付けます。

お問合せ／税務課  ☎282-7379

●マイナンバーの通知カード
●住民票または住民票記載事項証明書
  （マイナンバーの記載があるもの）

●運転免許証　●健康保険証
●パスポート　●障害者手帳
●在留カード　●源泉徴収票 等

+
番号確認書類（いずれか1つ） 身元確認書類（いずれか1つ）
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　市の申告会場では、 税務署の職員ではなく市
の職員が相談や申告書の仮収受を行なっていま
す。 そのため、 一部の申告については税務署での
申告をお願いすることがあります。
　また、 申告の内容により受付順と相談順が前
後することがありますが、 ご了承ください。
　内容を確認した上で受け付けますので、 提出
のみの方は直接税務署への提出をお願いします
（税務署へは郵送での提出も可能です）。

櫛形会場　地域防災交流センター（消防本部） ２階多目的ホール
２月18日（月）～２月28日（木）　受付時間　8：30～16：00
※２月20日（水）は18：00まで受付
※甲西支所が工事中のため、 甲西支所で申告受付は行ないません。

白根会場　健康福祉センター ２階会議室
３月４日（月）～３月15日（金）　受付時間　8：30～16：00
※３月６日（水）は18：00まで受付

会場・受付期間

※いずれの会場も土・日曜日を除きます。  休日の開催は、３月10日（日）のみ白根会場で行ないます。
※３月１日（金）は、 会場移設のため相談受付はありません。

平成30年分の申告納税の期限
所得税 贈与税 個人消費税

3月15日（金）3月15日（金） 4月1日（月）

税務署職員等による確定申告相談会
開催日　２月７日（木）
時　間　10：00～12：00、 13：00～16：00
場　所　南アルプス市地域防災交流センター
　　　　（消防本部）２階多目的ホール
※相談者が多数の場合には、 受付を早めに締め切る場合が
　あります。

甲府税務署による確定申告書作成会場
開催日　２月18日（月） ～ ３月15日（金）
時　間　9：00～17：00 （受付 8：30～）
場　所　甲府税務署  甲府市丸の内1-1-18
　　　　甲府合同庁舎
※休日の開催日は、 2月24日（日）と3月3日（日）の2日間です。
【お問合せ】甲府税務署　☎254-6105

平成30年分 
所得税確定申告について



税の申告がはじまります
申告手続きには、毎年 マイナンバーの記載 + 本人確認書類の提示 が必要です。
本人確認書類

マイナンバーカードのみで本人確認（番号確認と身元確認）が可能です。マイナンバーカードをお持ちの方

マイナンバーカードを
お持ちでない方

申告にはマイナンバーが必要です

公的年金等の収入金額の合計額が400万円以下で、かつ公的年金等以外の所得金額が20万円以下である場合は、 所得税の確定申告
をする必要はありません。 （ただし、 公的年金以外の所得がある方は、 その所得金額が20万円以下でも住民税の申告は必要です）
★所得税の還付を受けるには、確定申告書を提出する必要があります。

平成31年１月１日現在で、 市内に住所を有する方が、 前年中（平成30年１月１日から12月31日まで）の所得を申告します。
収入のなかった方（扶養されていた方や遺族年金・障害年金受給者、その他就職活動中の方等）も必ず申告してください。
※所得税の確定申告とは異なります。

公的年金等を受給されている方へ

❶確定申告は自主申告となっています。 
　事業をされている方等、 確定申告書に収支内訳書の添付が必要となる方は、 必ず事前に作成してからご来場ください。
❷医療費控除を受ける方は、 「医療費控除の明細書」を必ず事前に作成してからご来場ください。
　（明細書は税務課・各窓口サービスセンターで配布しています。 また、 国税庁のホームページからのダウンロードも可能です。）
　※国民健康保険・後期高齢者医療制度の医療費通知が添付書類として利用できます（8ページ参照）
❸添付書類に不足がある場合は受け付けできません。 
　※平成29年分の確定申告を市等の相談会場で行なった方には、 税務署から確定申告書等は送付されずに「確定申告のお知らせ」が送付されます。
❹株や土地建物の譲渡所得、 先物取引、 雑損控除がある方や青色申告の方は、 税務署での申告をお願いします。

市役所で確定申告される方へお願い

平成31年度 市民税・県民税・
国民健康保険税の申告について

税務課職員が各窓口サービスセンターで相談受付をします。

◆申告がない場合、 国民健康保険等各種保険料の算定に影響を及ぼす可能性があります。
　また、 所得証明書等を即時発行できない場合がありますのでご注意ください。
◆申告相談窓口は大変混雑しますので、 あらかじめ必要書類をご確認の上、 ご自身で申告書の記載（自己申告）
　ができるようにしてください。

住民税（市民税･県民税）申告相談受付について

❶申告書はマイナンバーをご記入のうえ、 本人確認書類、印鑑と一緒にお持ちください。
❷生命保険料（個人年金・介護医療保険料を含む）・地震保険料（地震保険・建物共済等）・国民年金保険料等の控除を受ける
　場合は、 控除証明書を忘れずにお持ちください。
❸営業所得、 農業所得、 不動産所得のある方は、 収支明細を申告書裏面の収支内訳欄に必ず記入してください。
　（内訳が書ききれない方は、 税務課・各窓口サービスセンターに収支内訳書の用紙がありますのでご利用ください。）
❹医療費控除を受ける方は、 「医療費控除の明細書」を事前に作成してからご来場ください。 
　（明細書は税務課・各窓口サービスセンターで配布しています）
　※国民健康保険・後期高齢者医療制度の医療費通知が添付書類として利用できます（8ページ参照）
❺障害者控除を受ける場合は、 対象の方の手帳または障害者控除対象者認定書をお持ちください。
❻給与所得のある方は「給与所得の源泉徴収票」、 公的年金所得のある方は「公的年金等の源泉徴収票」をお持ちください。

申告される方へのお願い

次のいずれかに該当する方は、住民税の申告が不要です。（年齢は１月１日現在）
❶収入が公的年金等のみの６４歳以下の方で、年金の収入金額の合計が９８万円以下の方
❷収入が公的年金等のみの６５歳以上の方で、年金の収入金額の合計が１４８万円以下の方
❸収入が公的年金等のみで、公的年金等の源泉徴収票の内容に控除（扶養・障害・寡婦・寡夫控除、生命保険料控除等）を
　追加しない方
　※❶❷❸であっても遺族年金、障害年金のみの方は申告が必要です。
❹収入が給与所得のみで、年末調整した給与支払報告書が会社などから市役所に提出されている方。
　※年末調整がされていない方でも、市役所に提出された給与支払報告書の内容に控除を追加しない場合は申告の必要
　　はありません。
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なお、 平成29年分の確定申告書を提出した方には、 住民税の申告書を送付していません。

その他

郵送での提出も可能です
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※本庁税務課では、 ２月１日（金）～３月15日（金）まで申告相談を受け付けます。
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●住民票または住民票記載事項証明書
  （マイナンバーの記載があるもの）

●運転免許証　●健康保険証
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●在留カード　●源泉徴収票 等

+
番号確認書類（いずれか1つ） 身元確認書類（いずれか1つ）
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　市の申告会場では、 税務署の職員ではなく市
の職員が相談や申告書の仮収受を行なっていま
す。 そのため、 一部の申告については税務署での
申告をお願いすることがあります。
　また、 申告の内容により受付順と相談順が前
後することがありますが、 ご了承ください。
　内容を確認した上で受け付けますので、 提出
のみの方は直接税務署への提出をお願いします
（税務署へは郵送での提出も可能です）。

櫛形会場　地域防災交流センター（消防本部） ２階多目的ホール
２月18日（月）～２月28日（木）　受付時間　8：30～16：00
※２月20日（水）は18：00まで受付
※甲西支所が工事中のため、 甲西支所で申告受付は行ないません。

白根会場　健康福祉センター ２階会議室
３月４日（月）～３月15日（金）　受付時間　8：30～16：00
※３月６日（水）は18：00まで受付

会場・受付期間

※いずれの会場も土・日曜日を除きます。  休日の開催は、３月10日（日）のみ白根会場で行ないます。
※３月１日（金）は、 会場移設のため相談受付はありません。

平成30年分の申告納税の期限
所得税 贈与税 個人消費税

3月15日（金）3月15日（金） 4月1日（月）

税務署職員等による確定申告相談会
開催日　２月７日（木）
時　間　10：00～12：00、 13：00～16：00
場　所　南アルプス市地域防災交流センター
　　　　（消防本部）２階多目的ホール
※相談者が多数の場合には、 受付を早めに締め切る場合が
　あります。

甲府税務署による確定申告書作成会場
開催日　２月18日（月） ～ ３月15日（金）
時　間　9：00～17：00 （受付 8：30～）
場　所　甲府税務署  甲府市丸の内1-1-18
　　　　甲府合同庁舎
※休日の開催日は、 2月24日（日）と3月3日（日）の2日間です。
【お問合せ】甲府税務署　☎254-6105

平成30年分 
所得税確定申告について



お問合せ／国保年金課  ☎282-7248

　平成29年分税申告から、 医療費控除の申告手続きの際に添付する資料が、 領収書から医療費控除の明細書に
改められました。 これに伴い、 保険者が発行している医療費通知を添付することで「医療費の明細」の記載を省
略できるようになりました。
　現在、 国民健康保険と後期高齢者医療制度では次のとおり医療費通知を送付していますので、 ご確認いただ
き、 早めの準備をお願いします。 

　医療費控除の申告手続きをする場合、申告書への領収書の添付は不要ですが、領収書自体は医療費通知にか
かるものを除き５年間保管しなければなりません。また、国民健康保険においては高額療養費の支給申請の際
にも領収書原本を確認していますので、大切に保管してください。

お問合せ／環境課  ☎282-6097

お問合せ／交通政策室  ☎282-6074

国民健康保険・後期高齢者医療制度の
医療費通知について

領収書の保管について

この通知が税申告時の添付資料になります

・２ヵ月ごと（偶数月）に送付しています。（例：２月～３月受診分を６月に送付）
  再発行はできませんので、 ご了承ください。
・１～ 11 月受診分は、送付している医療費通知を申告に使用できます。
・12月受診分の送付は４月となるため、 申告期間中にはお手元に届きません。 
  12月受診分を申告する場合は、ご自身で明細を作成する必要があります。
・高額療養費や生命保険等、医療費の補填となる給付の額は医療費通知には記載されませんので、医療費控除
  の申告をする場合は、支給額をご自身で差し引いてください。

国民健康保険

税申告の対象期間

申告に使用できる医療費通知

受診月
平成
29年
12月

平成
30年
1月

平成
31年
1月

2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

通知
送付月 平成30年4月 6月 8月 10月 12月 平成31年2月 4月

・４ヵ月ごと送付しています。（例：1月～ 4月受診分を 7月に送付）
  再発行はできますが、数週間かかります。ご注意ください。
・１～８月受診分は、送付している医療費通知を申告に使用できます。
・９～12月受診分の送付は３月下旬となるため、申告期間中にはお手元に届きません。
  ９～12月受診分を申告する場合は、ご自身で明細を作成する必要があります。
・高額療養費や生命保険等、医療費の補填となる給付の額は医療費通知には記載されませんので、医療費控除
  の申告をする場合は、支給額をご自身で差し引いてください。

後期高齢者医療制度

受診月
平成
30年
1月

2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

通知
送付月 平成30年7月 10月 平成31年3月

税申告の対象期間

申告に使用できる医療費通知
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　市では、 企業や事業所等からサポーターとして応援をいただくことを
目的にコミュニティバス車体への有料広告を募集しています。 市民の皆
さんや企業等からの応援により、 「市民のための市民のバス」として育
て、 利用していただくことが、 これからの運行継続につながります。
　企業・事業所・商店のPRなど多くの応募をお待ちしています。

コミュニティバスへの車体広告を募集します

○○○運輸
安心・安全の

みなさんの希望を形に

南アルプス市□□□□□000　TEL 055-000-0000

南アルプス市□□□□□000　TEL 055-000-0000
○○○企画

背

　
　
　面

広 告 掲 載 例

右

　側

　面

左

　側

　面

❹ ❺

１～５号車について、 背面枠（❼・❽・❾）を１枠ずつ追加しましたので、
この機会にぜひご検討ください。

好評につき、 背面の広告枠を新たに追加しました！

広告枠 広告掲載料（年間1ヵ所）広告規格（縦×横）

・広告掲載期間：１年間
・広告作成費　：３４，０００円から４７，０００円程度
　※広告掲載料とは別に広告主による作成費の負担が必要です。

２０，０００円

３９，０００円

６５，０００円

２４，０００円

２６，０００円

ちょっと待てし!!
それって本当にゴミですか？

　ごみとリサイクル品の分別の仕方が分からないという方や本市のごみの現状を知
りたいという方のために、 環境課では出前講座を実施しています。 自治会や各種団体
など、 お気軽に環境課までお問い合わせください。

　ペットボトルはごみではなく、リサイクルができる有価物（価値のある物）
です。 ごみとして出してしまうと、 ごみの処分費用と有価物の逸失で３３円
もの損失が出てしまいます（１㎏あたり）。
　また、ペットボトルだけではなく、缶類（アルミ・スチール）や古紙類（新聞・雑誌・ダンボール・広告・紙パック・その他
紙）等もごみとして出すことで損失が出ます。資源になる上記のものは「家庭ごみ収集カレンダー」に記載されている地
域収集日に出すか、資源回収センターへの持ち込みにご協力ください。

ペットボトルを捨てると33円の無駄に！

ごみの分別 出前講座を行なっています！

❶ ❷ ❸

❼

❻

❽❾
新規追加枠

ゴミ

新規枠 ❼

新規枠 ❽

新規枠 ❾

❶～❺

❻

20㎝ × 140㎝ （４号車）

30㎝ × 180㎝ （１号車）

50㎝ × 180㎝ （２・３・５号車）

30㎝ × 110㎝ （全車両共通）

30㎝ × 120㎝ （全車両共通）
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  の申告をする場合は、支給額をご自身で差し引いてください。

国民健康保険

税申告の対象期間

申告に使用できる医療費通知

受診月
平成
29年
12月

平成
30年
1月

平成
31年
1月

2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

通知
送付月 平成30年4月 6月 8月 10月 12月 平成31年2月 4月

・４ヵ月ごと送付しています。（例：1月～ 4月受診分を 7月に送付）
  再発行はできますが、数週間かかります。ご注意ください。
・１～８月受診分は、送付している医療費通知を申告に使用できます。
・９～12月受診分の送付は３月下旬となるため、申告期間中にはお手元に届きません。
  ９～12月受診分を申告する場合は、ご自身で明細を作成する必要があります。
・高額療養費や生命保険等、医療費の補填となる給付の額は医療費通知には記載されませんので、医療費控除
  の申告をする場合は、支給額をご自身で差し引いてください。

後期高齢者医療制度

受診月
平成
30年
1月

2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

通知
送付月 平成30年7月 10月 平成31年3月

税申告の対象期間

申告に使用できる医療費通知

    89

　市では、 企業や事業所等からサポーターとして応援をいただくことを
目的にコミュニティバス車体への有料広告を募集しています。 市民の皆
さんや企業等からの応援により、 「市民のための市民のバス」として育
て、 利用していただくことが、 これからの運行継続につながります。
　企業・事業所・商店のPRなど多くの応募をお待ちしています。

コミュニティバスへの車体広告を募集します

○○○運輸
安心・安全の

みなさんの希望を形に

南アルプス市□□□□□000　TEL 055-000-0000

南アルプス市□□□□□000　TEL 055-000-0000
○○○企画

背

　
　
　面

広 告 掲 載 例

右

　側

　面

左

　側

　面

❹ ❺

１～５号車について、 背面枠（❼・❽・❾）を１枠ずつ追加しましたので、
この機会にぜひご検討ください。

好評につき、 背面の広告枠を新たに追加しました！

広告枠 広告掲載料（年間1ヵ所）広告規格（縦×横）

・広告掲載期間：１年間
・広告作成費　：３４，０００円から４７，０００円程度
　※広告掲載料とは別に広告主による作成費の負担が必要です。

２０，０００円

３９，０００円

６５，０００円

２４，０００円

２６，０００円

ちょっと待てし!!
それって本当にゴミですか？

　ごみとリサイクル品の分別の仕方が分からないという方や本市のごみの現状を知
りたいという方のために、 環境課では出前講座を実施しています。 自治会や各種団体
など、 お気軽に環境課までお問い合わせください。

　ペットボトルはごみではなく、リサイクルができる有価物（価値のある物）
です。 ごみとして出してしまうと、 ごみの処分費用と有価物の逸失で３３円
もの損失が出てしまいます（１㎏あたり）。
　また、ペットボトルだけではなく、缶類（アルミ・スチール）や古紙類（新聞・雑誌・ダンボール・広告・紙パック・その他
紙）等もごみとして出すことで損失が出ます。資源になる上記のものは「家庭ごみ収集カレンダー」に記載されている地
域収集日に出すか、資源回収センターへの持ち込みにご協力ください。

ペットボトルを捨てると33円の無駄に！

ごみの分別 出前講座を行なっています！

❶ ❷ ❸

❼

❻

❽❾
新規追加枠

ゴミ

新規枠 ❼

新規枠 ❽

新規枠 ❾

❶～❺

❻

20㎝ × 140㎝ （４号車）

30㎝ × 180㎝ （１号車）

50㎝ × 180㎝ （２・３・５号車）

30㎝ × 110㎝ （全車両共通）

30㎝ × 120㎝ （全車両共通）



CLIP
Minamialps-City Information

 

　
真
を
添
付
）

※

予
算
が
無
く
な
り
次
第
、終
了
と
な
り
ま
す
。

●
お
問
合
せ
／
環
境
課
　
電
話（
２
８
２
）６
０
９
７

南
ア
ル
プ
ス
市
に
春
を
呼
ぶ

十
日
市
祭
典
２
０
１
９

日

　時　
２
月
10
日（
日
）９
時
30
分
〜
16
時
30
分

　
　
　
　
２
月
11
日（
月
・
祝
日
）９
時
〜
16
時
30
分

場

　所　
南
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
交
差
点
か
ら
三
田
駐

統
一
地
方
選
挙
の

選
挙
期
日
が
決
定
し
ま
し
た

○
山
梨
県
議
会
議
員
一
般
選
挙（
南
ア
ル
プ
ス
市
選
挙
区
）

　投
票
日　
４
月
７
日（
日
）

　告
示
日　
３
月
29
日（
金
）

○
南
ア
ル
プ
ス
市
長
選
挙

　投
票
日　
４
月
21
日（
日
）

　告
示
日　
４
月
14
日（
日
）

　
出
席
者
は
、１
候
補
者
に
つ
き
３
名
以
内
と
し
て
く
だ
さ
い
。

○
山
梨
県
議
会
議
員
一
般
選
挙（
南
ア
ル
プ
ス
市
選
挙
区
）

　開
催
日　
２
月
27
日（
水
）

　時

　間　
13
時
30
分
〜

　場

　所

　市
役
所 

新
館 

地
階
会
議
室

○
南
ア
ル
プ
ス
市
長
選
挙

　開
催
日　
３
月
17
日（
日
）

　時

　間　
９
時
30
分
〜

　場

　所

　市
役
所 

新
館 

地
階
会
議
室

●
お
問
合
せ
／
市
選
挙
管
理
委
員
会

　
　
　
　
　
　
電
話（
２
８
２
）１
１
１
１

後
期
高
齢
者
医
療
制
度 

高
額

医
療・高
額
介
護
合
算
療
養
費

勧
奨
通
知
の
発
送
に
つ
い
て

　
高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
療
養
費
制
度
と
は
、医
療

と
介
護
の
両
方
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
世
帯
の
負
担

を
軽
減
す
る
制
度
で
す
。１
年
間
に
支
払
っ
た
医
療
保
険
と

生
ご
み
処
理
機

購
入
補
助
制
度
に
つ
い
て

　
市
で
は
、生
ご
み
の
減
量
化
お
よ
び
堆
肥
化
の
た
め
、生
ご

み
処
理
機
の
購
入
に
対
し
て
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

対
象
機
器　
生
ご
み
処
理
機（
電
動
・
手
動
）※

デ
ィ
ス
ポ
ー

　
ザ
ー
式
は
対
象
外
、生
ご
み
処
理
容
器（
コ
ン
ポ
ス
ト
等
）

対
象
者　
市
内
に
住
所
を
有
す
る
者

補
助
金
額　
購
入
金
額（
消
費
税
を
除
く
）の
２
分
の
１

※

処
理
機
は
２
万
円
、処
理
容
器
は
５
千
円
を
上
限
額
と

　
し
、１
０
０
円
未
満
の
端
数
は
切
り
捨
て
ま
す
。

申
請
方
法　
購
入
後
３
ヵ
月
以
内
に
交
付
申
請
書
を
提
出

　
（
領
収
書
の
写
し
、販
売
明
細
書
の
写
し
、設
置
後
の
写

ご
み
の
野
焼
き
は

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

　
廃
棄
物
の
野
外
焼
却
、い
わ
ゆ
る
野
焼
き
は「
廃
棄
物
の

処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」に
よ
り
一
部
の
例
外
を

除
き
原
則
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

例
外

・
果
樹
園
か
ら
発
生
す
る
剪
定
枝
の
焼
却

・
肥
料
づ
く
り
の
た
め
の
稲
わ
ら
の
焼
却

・
災
害
の
復
旧
対
応
の
た
め
の
焼
却　
な
ど

留
意
事
項

　や
む
を
得
ず
野
焼
き
を
す
る
際
は
次
の
点
に

　
留
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
着
火
し
た
ま
ま
現
場
を
離
れ
な
い
。

・
よ
く
乾
燥
さ
せ
、大
量
の
煙
が
出
な
い
よ
う
に
す
る
。

・
速
や
か
に
消
火
で
き
る
よ
う
に
水
バ
ケ
ツ
、消
火
器
等
を

　
用
意
す
る
。

・
風
の
強
い
日
や
、風
向
き
に
よ
って
影
響
が
あ
る
場
合
は
中

　
止
す
る
。

●
お
問
合
せ
／
環
境
課
　
電
話（
２
８
２
）６
０
９
７

第
48
回
信
玄
公
祭
り

「
大
井
夫
人
隊
」参
加
者
募
集

　
世
界
最
大
級
の
武
者
行
列

「
信
玄
公
祭
り
」に
南
ア
ル
プ
ス

市
も
大
井
夫
人
隊
と
し
て
出

陣
し
ま
す
。あ
な
た
も
戦
国

時
代
の
装
い
で
武
田
時
代
行

列
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。市
内

在
住
の
方
を
先
行
し
て
募
集

し
ま
す
。

開
催
日　
４
月
６
日（
土
）

時

　間　
10
時
〜
20
時（
予
定
）

集
合
場
所　
甲
西
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

参
加
費　
無
料（
昼
食
は
用
意
し
ま
す
）

資

　格　
中
学
生
以
上
で
、着
物
や
鎧
を
着
て
２
㎞
程
度

　
歩
け
る
方

定

　員　
①
大
井
夫
人　
１
名（
女
性
）

　
　
　
　
②
侍
大
将　
　
１
名

　
　
　
　
③
侍　
　
　
　
14
名

　
　
　
　
④
侍
女　
　
　
18
名（
女
性
）

※

①
②
に
つい
て…

定
員
を
超
え
た
場
合
、抽
選
と
な
り
ま
す
。

※

③
④
に
つい
て…

先
着
順
と
な
り
ま
す
。

応
募
方
法　
申
込
専
用
電
話
の
み
で
受
け
付
け
ま
す
。

受
付
期
間　
２
月
４
日（
月
）〜
８
日（
金
）

受
付
時
間　
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

※

定
員
に
達
し
な
い
場
合
、２
月
12
日（
火
）か
ら
市
内
外
問

　
わ
ず
一
般
募
集
し
ま
す
。

●
申
込・お
問
合
せ
／
観
光
商
工
課
　

　
申
込
専
用
電
話
０
７
０（
４
４
６
３
）６
６
２
２

立
候
補
予
定
者
説
明
会

介
護
保
険
の
自
己
負
担
額
を
合
計
し
、基
準
額
を
超
え
た

金
額
を
高
額
介
護
合
算
療
養
費
と
し
て
支
給
し
ま
す
。

支
給
対
象　
平
成
29
年
８
月
１
日
か
ら
平
成
30
年
７
月
31
日

　
ま
で
の
１
年
間
に
医
療
保
険
と
介
護
保
険
の
両
方
に
自

　
己
負
担
額
が
あ
り
、合
計
が
基
準
額
を
超
え
た
世
帯

※

高
額
療
養
費
、高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
と
し
て
支
給
さ
れ

　
た
金
額
は
、自
己
負
担
額
か
ら
差
し
引
き
ま
す
。

発
送
日　
対
象
と
な
る
方
に
は
、３
月
上
旬
に
支
給
申
請

　
書
、支
給
申
請
に
つい
て
の
お
知
ら
せ
を
郵
送
し
ま
す
。

※

昨
年
度
ま
で
１
月
上
旬
に
発
送
し
て
い
ま
し
た
が
、今
年

　
度
か
ら
高
額
療
養
費
の
年
間
外
来
合
算
制
度
が
開
始
さ

　
れ
た
た
め
、発
送
時
期
が
変
更
と
な
り
ま
す
。

申
請
方
法　
申
請
書
、支
給
申
請
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ
、

　
印
鑑
、振
込
先
の
口
座
が
わ
か
る
も
の
、身
分
が
確
認
で

　
き
る
も
の
を
持
参
の
う
え
、平
成
30
年
７
月
31
日
に
住

　
所
の
あ
っ
た
市
町
村
医
療
保
険
窓
口
に
て
申
請
し
て
く

　
だ
さ
い
。

※

申
請
の
時
効
は
、勧
奨
通
知
が
お
手
元
に
届
い
て
か
ら
２

　
年
間
で
す
。早
期
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
お
問
合
せ
／
国
保
年
金
課
　
電
話（
２
８
２
）７
２
４
８

十
日
市
祭
典
交
通
規
制
に

伴
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

迂
回
運
行
に
つ
い
て

　
２
月
10
日（
日
）・
11
日（
月
）の「
十
日
市
祭
典
」期
間
中

は
交
通
規
制
の
た
め
、コ
ミ
ュニ
テ
ィ
バ
ス
３
号
車「
若
草
・
甲

西
線
」を
終
日
迂
回
運
行
し
ま
す
。

利
用
で
き
な
い
バ
ス
停

　
十
日
市
場
、Ｊ
Ａ
三
恵
支
所
、津
久
井
胃
腸
医
院

※

詳
し
く
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、交
通

　
政
策
室
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
お
問
合
せ
／
交
通
政
策
室
　
電
話（
２
８
２
）６
０
７
４

実
施
日
・
場
所

　
２
月
４
日（
月
）　
櫛
形
健
康
セ
ン
タ
ー（
桃
園
１
６
０
０
）

　
２
月
12
日（
火
）　
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー（
飯
野
２
８
０
６‒

１
）

時

　間　
９
時
〜
13
時

対

　象　
年
度
末
で
65
歳
以
上
で
次
に
あ
て
は
ま
る
方

・
昨
年
８
月
以
降
、市
の
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
を
受
診
し

　
て
い
な
い

・
昨
年
６
月
以
降
、市
の
人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
し
て
い
な
い

　（
受
診
予
定
の
方
を
除
く
）

※

い
ず
れ
も
昨
年
４
月
以
降
に
職
場
・
病
院
等
で
受
診
済

　
み
の
方
は
、今
回
受
診
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

持
ち
物　
保
険
証
等
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の

※

昨
年
中
に
お
送
り
し
た
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
受
診
票

　
ま
た
は
巡
回
健
診
回
答
用
紙
が
あ
る
方
は
お
持
ち
く
だ

　
さ
い
。

●
お
問
合
せ
／
健
康
増
進
課
　
電
話（
２
８
４
）６
０
０
０

【
無
料
】65
歳
以
上
の
方
を
対

象
と
し
た
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン

検
診（
結
核
検
診
）実
施
に
つ
い
て

　
65
歳
以
上
の
方
は
、感
染
症
予
防
法
に
よ
り
、年
一
度
の

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診（
結
核
検
診
）の
受
診
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。今
年
度
最
後
の
検
診
に
な
り
ま
す
の
で
、

ま
だ
受
診
さ
れ
て
い
な
い
方
は
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。な
お
、

個
別
に
通
知
は
お
送
り
し
ま
せ
ん
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
在
所
ま
で（
県
道
韮
崎
南
ア
ル
プ
ス
中
央
線
：
約
1.1
ｋｍ
）

交
通
規
制
に
つい
て

２
月
10
日（
日
）

　
６
時
〜
８
時
／
甲
西
バ
イ
パ
ス
か
ら
南
部
学
校
給
食
セ
ン

　
　
タ
ー
ま
で
西
進
一
方
通
行

　
８
時
〜
18
時
／
全
面
通
行
止
め

　
18
時
〜
翌
日
８
時
／
甲
西
バ
イ
パ
ス
か
ら
南
部
学
校
給
食

　
セ
ン
タ
ー
ま
で
西
進
一
方
通
行
、甲
西
バ
イ
パ
ス
か
ら
三

　
田
駐
在
所
ま
で
東
進
一
方
通
行

２
月
11
日（
月
・
祝
日
）

　
８
時
〜
19
時
／
全
面
通
行
止
め

　
19
時
以
降
／
規
制
解
除

※

周
辺
の
交
通
規
制
に
従
って
く
だ
さ
い
。

※

６
次
化
拠
点
施
設
の
駐
車
場
が
利
用
で
き
ま
す
。

　
（
体
の
不
自
由
な
方
の
駐
車
場
も
用
意
し
て
い
ま
す
。）

●
お
問
合
せ
／
若
草
窓
口
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
電
話（
２
８
２
）３
１
０
０

明るい選挙キャラクター
選挙のめいすいくん
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真
を
添
付
）

※

予
算
が
無
く
な
り
次
第
、終
了
と
な
り
ま
す
。

●
お
問
合
せ
／
環
境
課
　
電
話（
２
８
２
）６
０
９
７

南
ア
ル
プ
ス
市
に
春
を
呼
ぶ

十
日
市
祭
典
２
０
１
９

日

　時　
２
月
10
日（
日
）９
時
30
分
〜
16
時
30
分

　
　
　
　
２
月
11
日（
月
・
祝
日
）９
時
〜
16
時
30
分

場

　所　
南
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
交
差
点
か
ら
三
田
駐

統
一
地
方
選
挙
の

選
挙
期
日
が
決
定
し
ま
し
た

○
山
梨
県
議
会
議
員
一
般
選
挙（
南
ア
ル
プ
ス
市
選
挙
区
）

　投
票
日　
４
月
７
日（
日
）

　告
示
日　
３
月
29
日（
金
）

○
南
ア
ル
プ
ス
市
長
選
挙

　投
票
日　
４
月
21
日（
日
）

　告
示
日　
４
月
14
日（
日
）

　
出
席
者
は
、１
候
補
者
に
つ
き
３
名
以
内
と
し
て
く
だ
さ
い
。

○
山
梨
県
議
会
議
員
一
般
選
挙（
南
ア
ル
プ
ス
市
選
挙
区
）

　開
催
日　
２
月
27
日（
水
）

　時

　間　
13
時
30
分
〜

　場

　所

　市
役
所 

新
館 

地
階
会
議
室

○
南
ア
ル
プ
ス
市
長
選
挙

　開
催
日　
３
月
17
日（
日
）

　時

　間　
９
時
30
分
〜

　場

　所

　市
役
所 

新
館 

地
階
会
議
室

●
お
問
合
せ
／
市
選
挙
管
理
委
員
会

　
　
　
　
　
　
電
話（
２
８
２
）１
１
１
１

後
期
高
齢
者
医
療
制
度 

高
額

医
療・高
額
介
護
合
算
療
養
費

勧
奨
通
知
の
発
送
に
つ
い
て

　
高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
療
養
費
制
度
と
は
、医
療

と
介
護
の
両
方
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
世
帯
の
負
担

を
軽
減
す
る
制
度
で
す
。１
年
間
に
支
払
っ
た
医
療
保
険
と

生
ご
み
処
理
機

購
入
補
助
制
度
に
つ
い
て

　
市
で
は
、生
ご
み
の
減
量
化
お
よ
び
堆
肥
化
の
た
め
、生
ご

み
処
理
機
の
購
入
に
対
し
て
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

対
象
機
器　
生
ご
み
処
理
機（
電
動
・
手
動
）※

デ
ィ
ス
ポ
ー

　
ザ
ー
式
は
対
象
外
、生
ご
み
処
理
容
器（
コ
ン
ポ
ス
ト
等
）

対
象
者　
市
内
に
住
所
を
有
す
る
者

補
助
金
額　
購
入
金
額（
消
費
税
を
除
く
）の
２
分
の
１

※

処
理
機
は
２
万
円
、処
理
容
器
は
５
千
円
を
上
限
額
と

　
し
、１
０
０
円
未
満
の
端
数
は
切
り
捨
て
ま
す
。

申
請
方
法　
購
入
後
３
ヵ
月
以
内
に
交
付
申
請
書
を
提
出

　
（
領
収
書
の
写
し
、販
売
明
細
書
の
写
し
、設
置
後
の
写

ご
み
の
野
焼
き
は

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

　
廃
棄
物
の
野
外
焼
却
、い
わ
ゆ
る
野
焼
き
は「
廃
棄
物
の

処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」に
よ
り
一
部
の
例
外
を

除
き
原
則
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

例
外

・
果
樹
園
か
ら
発
生
す
る
剪
定
枝
の
焼
却

・
肥
料
づ
く
り
の
た
め
の
稲
わ
ら
の
焼
却

・
災
害
の
復
旧
対
応
の
た
め
の
焼
却　
な
ど

留
意
事
項

　や
む
を
得
ず
野
焼
き
を
す
る
際
は
次
の
点
に

　
留
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
着
火
し
た
ま
ま
現
場
を
離
れ
な
い
。

・
よ
く
乾
燥
さ
せ
、大
量
の
煙
が
出
な
い
よ
う
に
す
る
。

・
速
や
か
に
消
火
で
き
る
よ
う
に
水
バ
ケ
ツ
、消
火
器
等
を

　
用
意
す
る
。

・
風
の
強
い
日
や
、風
向
き
に
よ
って
影
響
が
あ
る
場
合
は
中

　
止
す
る
。

●
お
問
合
せ
／
環
境
課
　
電
話（
２
８
２
）６
０
９
７

第
48
回
信
玄
公
祭
り

「
大
井
夫
人
隊
」参
加
者
募
集

　
世
界
最
大
級
の
武
者
行
列

「
信
玄
公
祭
り
」に
南
ア
ル
プ
ス

市
も
大
井
夫
人
隊
と
し
て
出

陣
し
ま
す
。あ
な
た
も
戦
国

時
代
の
装
い
で
武
田
時
代
行

列
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。市
内

在
住
の
方
を
先
行
し
て
募
集

し
ま
す
。

開
催
日　
４
月
６
日（
土
）

時

　間　
10
時
〜
20
時（
予
定
）

集
合
場
所　
甲
西
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

参
加
費　
無
料（
昼
食
は
用
意
し
ま
す
）

資

　格　
中
学
生
以
上
で
、着
物
や
鎧
を
着
て
２
㎞
程
度

　
歩
け
る
方

定

　員　
①
大
井
夫
人　
１
名（
女
性
）

　
　
　
　
②
侍
大
将　
　
１
名

　
　
　
　
③
侍　
　
　
　
14
名

　
　
　
　
④
侍
女　
　
　
18
名（
女
性
）

※

①
②
に
つい
て…

定
員
を
超
え
た
場
合
、抽
選
と
な
り
ま
す
。

※

③
④
に
つい
て…

先
着
順
と
な
り
ま
す
。

応
募
方
法　
申
込
専
用
電
話
の
み
で
受
け
付
け
ま
す
。

受
付
期
間　
２
月
４
日（
月
）〜
８
日（
金
）

受
付
時
間　
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

※

定
員
に
達
し
な
い
場
合
、２
月
12
日（
火
）か
ら
市
内
外
問

　
わ
ず
一
般
募
集
し
ま
す
。

●
申
込・お
問
合
せ
／
観
光
商
工
課
　

　
申
込
専
用
電
話
０
７
０（
４
４
６
３
）６
６
２
２

立
候
補
予
定
者
説
明
会

介
護
保
険
の
自
己
負
担
額
を
合
計
し
、基
準
額
を
超
え
た

金
額
を
高
額
介
護
合
算
療
養
費
と
し
て
支
給
し
ま
す
。

支
給
対
象　
平
成
29
年
８
月
１
日
か
ら
平
成
30
年
７
月
31
日

　
ま
で
の
１
年
間
に
医
療
保
険
と
介
護
保
険
の
両
方
に
自

　
己
負
担
額
が
あ
り
、合
計
が
基
準
額
を
超
え
た
世
帯

※

高
額
療
養
費
、高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
と
し
て
支
給
さ
れ

　
た
金
額
は
、自
己
負
担
額
か
ら
差
し
引
き
ま
す
。

発
送
日　
対
象
と
な
る
方
に
は
、３
月
上
旬
に
支
給
申
請

　
書
、支
給
申
請
に
つい
て
の
お
知
ら
せ
を
郵
送
し
ま
す
。

※

昨
年
度
ま
で
１
月
上
旬
に
発
送
し
て
い
ま
し
た
が
、今
年

　
度
か
ら
高
額
療
養
費
の
年
間
外
来
合
算
制
度
が
開
始
さ

　
れ
た
た
め
、発
送
時
期
が
変
更
と
な
り
ま
す
。

申
請
方
法　
申
請
書
、支
給
申
請
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ
、

　
印
鑑
、振
込
先
の
口
座
が
わ
か
る
も
の
、身
分
が
確
認
で

　
き
る
も
の
を
持
参
の
う
え
、平
成
30
年
７
月
31
日
に
住

　
所
の
あ
っ
た
市
町
村
医
療
保
険
窓
口
に
て
申
請
し
て
く

　
だ
さ
い
。

※

申
請
の
時
効
は
、勧
奨
通
知
が
お
手
元
に
届
い
て
か
ら
２

　
年
間
で
す
。早
期
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
お
問
合
せ
／
国
保
年
金
課
　
電
話（
２
８
２
）７
２
４
８

十
日
市
祭
典
交
通
規
制
に

伴
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

迂
回
運
行
に
つ
い
て

　
２
月
10
日（
日
）・
11
日（
月
）の「
十
日
市
祭
典
」期
間
中

は
交
通
規
制
の
た
め
、コ
ミ
ュニ
テ
ィ
バ
ス
３
号
車「
若
草
・
甲

西
線
」を
終
日
迂
回
運
行
し
ま
す
。

利
用
で
き
な
い
バ
ス
停

　
十
日
市
場
、Ｊ
Ａ
三
恵
支
所
、津
久
井
胃
腸
医
院

※

詳
し
く
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、交
通

　
政
策
室
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
お
問
合
せ
／
交
通
政
策
室
　
電
話（
２
８
２
）６
０
７
４

実
施
日
・
場
所

　
２
月
４
日（
月
）　
櫛
形
健
康
セ
ン
タ
ー（
桃
園
１
６
０
０
）

　
２
月
12
日（
火
）　
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー（
飯
野
２
８
０
６‒

１
）

時

　間　
９
時
〜
13
時

対

　象　
年
度
末
で
65
歳
以
上
で
次
に
あ
て
は
ま
る
方

・
昨
年
８
月
以
降
、市
の
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
を
受
診
し

　
て
い
な
い

・
昨
年
６
月
以
降
、市
の
人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
し
て
い
な
い

　（
受
診
予
定
の
方
を
除
く
）

※

い
ず
れ
も
昨
年
４
月
以
降
に
職
場
・
病
院
等
で
受
診
済

　
み
の
方
は
、今
回
受
診
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

持
ち
物　
保
険
証
等
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の

※

昨
年
中
に
お
送
り
し
た
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
受
診
票

　
ま
た
は
巡
回
健
診
回
答
用
紙
が
あ
る
方
は
お
持
ち
く
だ

　
さ
い
。

●
お
問
合
せ
／
健
康
増
進
課
　
電
話（
２
８
４
）６
０
０
０

【
無
料
】65
歳
以
上
の
方
を
対

象
と
し
た
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン

検
診（
結
核
検
診
）実
施
に
つ
い
て

　
65
歳
以
上
の
方
は
、感
染
症
予
防
法
に
よ
り
、年
一
度
の

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診（
結
核
検
診
）の
受
診
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。今
年
度
最
後
の
検
診
に
な
り
ま
す
の
で
、

ま
だ
受
診
さ
れ
て
い
な
い
方
は
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。な
お
、

個
別
に
通
知
は
お
送
り
し
ま
せ
ん
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
在
所
ま
で（
県
道
韮
崎
南
ア
ル
プ
ス
中
央
線
：
約
1.1
ｋｍ
）

交
通
規
制
に
つい
て

２
月
10
日（
日
）

　
６
時
〜
８
時
／
甲
西
バ
イ
パ
ス
か
ら
南
部
学
校
給
食
セ
ン

　
　
タ
ー
ま
で
西
進
一
方
通
行

　
８
時
〜
18
時
／
全
面
通
行
止
め

　
18
時
〜
翌
日
８
時
／
甲
西
バ
イ
パ
ス
か
ら
南
部
学
校
給
食

　
セ
ン
タ
ー
ま
で
西
進
一
方
通
行
、甲
西
バ
イ
パ
ス
か
ら
三

　
田
駐
在
所
ま
で
東
進
一
方
通
行

２
月
11
日（
月
・
祝
日
）

　
８
時
〜
19
時
／
全
面
通
行
止
め

　
19
時
以
降
／
規
制
解
除

※

周
辺
の
交
通
規
制
に
従
って
く
だ
さ
い
。

※

６
次
化
拠
点
施
設
の
駐
車
場
が
利
用
で
き
ま
す
。

　
（
体
の
不
自
由
な
方
の
駐
車
場
も
用
意
し
て
い
ま
す
。）

●
お
問
合
せ
／
若
草
窓
口
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
電
話（
２
８
２
）３
１
０
０

明るい選挙キャラクター
選挙のめいすいくん
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MY TOWN TOPICSMY TOWN TOPICSMY TOWN TOPICSMY TOWN TOPICS市 内 の で き ご と市 内 の で き ご と

　

ＪＩＣＡボランティアに出発
MY TOWN TOPICS 0101

　青年海外協力隊の手塚能成さん（上今諏訪）がＪＩＣＡ（国際
協力機構）のボランティアとして、２年間東アフリカにあるルワ
ンダに派遣されるのを前に、市長を表敬訪問しました。
　手塚さんは、ルワンダの中・高等学校で理科教育に携わる予定
で、「学生時代、交換留学先のイギリスで途上国からの生徒と多
く知り合い異なる価値観に触れたことで、より深く世界の国々
のことを考えるようになった。 ルワンダでは、化学の実験授業
の促進が期待されているため、現地教員にも普及させ帰国後も
継続してもらえるような活動をしたい。」と抱負を語りました。

12月19日 水12月19日 水

南アルプス市消防団出初式
MY TOWN TOPICS 0303

　新年恒例の南アルプス市消防団出初式が南ア
ルプス市消防本部で挙行されました。
　式典では、元南アルプス市消防団八田分団の清
水裕輔さんに消防庁長官報償（銀杯２号）が伝達
されたほか、消防活動に尽力した１分団と305人
の団員が各種表彰を受けました。
　また、地域に開かれた消防団を目指すため、会
場には消防ポンプ車やはしご車が展示され、普段
は近づけない消防車両の運転席に座ったり、車体
に上ったりして喜ぶ子どもたちの姿が見られま
した。

1月6日 1月6日 日日

　南アルプス警察署、交通安全協会、安全運転管理者協議会、交通安全指導員等の皆
さんによる交通安全祈願祭が、小笠原地区にある笠屋神社でとり行なわれました。
　出席者は、昨年交通事故で亡くなった犠牲者に対し黙祷を捧げ、交通事故のない
安全・安心なまちづくりに向け気持ちを引き締めるとともに、今年一年が安全な年
となるよう願いを込めて祈りを捧げました。

交通安全祈願祭
MY TOWN TOPICS 0505

1月9日 水1月9日 水

市立美術館リニューアル
オープンと「ピカソ展」

MY TOWN TOPICS 0606

　市立美術館は、平成３年に春仙美術館として開館してから
27年が経ち老朽化が進んだことから、このたび大規模な施設
改修を行ない、リニューアルオープンしました。 市民ギャラ
リーや研修室、常設コーナーを増築し、“市民のための美術館”
として新たな芸術や文化の発信基地になることを目指します。
　オープンを記念して２月11日まで「ピカソ展」が開催され、
オープニングセレモニーには、特別来賓として、ノーベル賞受
賞者で韮崎大村美術館 館長の大村博士にお越しいただきま
した。 市内でこのような作品に触れられる機会はめったにな
く、市内外から多くの人が美術館を訪れていました。

1月12日 土1月12日 土

よしなり

リニア沿線の３市町が県に要望
MY TOWN TOPICS 0404

　南アルプス市、中央市、富士川町でつくる協議会がリニ
ア建設に伴う財源確保等についての要望書を県知事に提
出しました。
　要望書では、リニア建設に起因する公共施設の移転に伴
う市町村振興資金の貸付総額枠の増額や新たな交付金の
創設、住宅の移転や地域活性施策の事業で必要となる農業
振興地域の除外手続きが円滑に行なえる体制づくり、県が
進めている環境基準の指定については地域住民の意向を
十分に考慮することなどを求めました。

1月7日 月1月7日 月

福祉しごとサポートを開設
MY TOWN TOPICS 0202

　山梨労働局と甲府公共職業安定所が、南アルプス市と連携
し、市の生活支援とハローワークの就労支援を一体的に行なう
ための協定を締結し、市役所新館１階に就労支援窓口「福祉し
ごとサポート」を開設しました。
　窓口には、ハローワーク甲府の就労支援ナビゲーターが常駐
し、就労相談や求人情報の提供に応じます。 市で行なう、生活
困窮者、障害者、ひとり親世帯、子育て世帯などの生活相談とと
もに、同じ庁舎内で就労相談ができるようになりました。

1月4日 1月4日 金金
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八田ふれあい図書館  TEL.285-5010　  白根桃源図書館  TEL.284-6010
わかくさ図書館　　　TEL.283-1501　  甲西図書館  　　TEL.282-7291
※上記４つの図書館　平日 9:30～18:00　土・日 9:30～17:00
休館日／4・11・18・25・28日

中央図書館  TEL.280-3300
平日 9:30～19:00
土・日･祝日 9:30～17:00
休館日／12・28日

　　 　　 

　１９３３年に山梨県大月市で生まれた白簱史朗は、日本を代表する世界的な山岳写真家です。
　１９６２年に山岳写真家として独立した白簱は、南アルプスの山 を々中心に、北アルプス、富士山、
尾瀬など日本の誇る山々や、ヒマラヤ、カラコルム、ヨーロッパ・アルプス、カナディアンロッキーズなど
世界各地の名峰を撮影し続け、その作品は数多くの山岳専門誌や写真専門誌に掲載され、高い人
気を誇っています。
　本展では、ザ・グレート・ヒマラヤ、ザ・グレート・カラコルム、カナディアン・ロッキーズの中から約４０点
を厳選し、氏の半世紀にわたる活動を紹介します。

『 わたしのおじさんのロバ 』 
作／トビー・リドル　訳／村上 春樹
出版／あすなろ書房

新刊案内 ｜ 一般書

新刊案内 ｜ 児童書

　極悪ピロリ菌掃討作
戦を決行するも壁にぶ
つかり、昔の旅のアレコ
レも「もう二度と行かな
いだろう」という苦い述
懐に…。 椎名誠が日常
と非日常を綴る。

　わたしのおじさんのおう
ちにはロバがいる。 ロバ
はラジオを聞いたり、ソ
ファで居眠りしたり…。 
おじさんとロバのふしぎな
暮らしを描いた、オースト
ラリアの絵本。 ひょっとし
て、あなたの隣にもロバ
がいたりしませんか?

『 われは歌えどもやぶれかぶれ 』 
著／椎名 誠　出版／集英社

10:30～

●おはなし会 0.1.2. （乳幼児向けのおはなし会）  10:30 ～

●おはなし会 （幼児から小学校中学年向けのおはなし会）

2月のイベントスケジュール

  1日（金）白

2日（土）甲 9日（土）わ 16日（土）八 23日（土）白

14:00～ 毎週土曜日中

2日（土）　　13:30～八

15日（金）白

  5日（火）中

20日（水）わ 26日（火）八 27日（水）わ

12日（火）八 14日（木）甲

●朗読会 「おたのしみ処」

3月2日（土）     13:30～白●朗読会 「きずな亭」

13日（水） 10:00 ～中 14:00 ～八

●シニア講座 「針と糸を使わない通帳ケース」

定員：各２０名　　持ち物：はさみ、 ボンド、おてふきまたはウエットティッシュ
※要申込  ２月１日（金）から市内図書館にて受付開始

17日（日） 14:00 ～  研修室中

●やすらぎのひととき 「大人のためのおはなし会」

講師：ききみみずきんおはなしの会　　定員：４０名
※要申込  ２月２日（土）から中央図書館にて受付開始　

16日（土） 13:30 ～  大研修室白

●生活支援講座 「新聞の読みかた講座」 ～こんなに使える！ 新聞活用術～

講師：渡辺新聞店 代表取締役 渡辺次朗氏　　定員：３０名
※要申込  ２月２日（土）から市内図書館にて受付開始　

23日（土） 13:30 ～  大研修室白

●教養講座 「日本語おもしろ塾」 

講師：山梨県立図書館 館長 金田一秀穂氏　　定員：６０名
※要申込  ２月２日（土）から市内図書館にて受付開始　

2月17日（日）～3月27日（水）開催期間

休 館 日 月曜日・祝日の翌日

芦安分館  TEL.282-7285
火・金のみ開館
13:00～17:00

白簱史朗 ― 世界の名峰を撮る ―

●市立美術館
　住所／〒400-0306 南アルプス市小笠原1281　お問合せ／TEL.282-6600  FAX.282-6601

《K2峰 8611m ゴドウィン・
オースチン氷河から》

開館時間 9時30分～17時（入館は16時30分まで）
入 館 料 一般 500円、 大高生 300円、 中小生 200円

市民ギャラリーの貸出について
　市民ギャラリーの使用を希望する方は、２月１日から貸出申込案内書を
送付しますので、美術館までお問い合わせください。 また、使用料金等
詳細につきましても併せてお問い合わせください。

貸出開始日：４月１１日（木）～

※入館料には団体割引などがあります。 小学生未満・65歳以上の方は無料です。

15   14

お問合せ／介護福祉課 高齢者福祉担当  TEL.282-7347

自
分
ら
し
く
、元
気
に
暮
ら
し
て
い
け
る「
地
域
づ
く
り
」を
目
指
し
て

〜「
地
域
支
え
あ
い
協
議
体
」か
ら
生
ま
れ
た
認
知
症
予
防
の
活
動
・
百
歳
体
操
体
験
会
〜

　
鏡
中
條
下
村
区
の
活
動
は
、
地
域
の
認
知
症
の

家
族
の
支
援
を
き
っ
か
け
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
不
定
期
で
す
が「
下
村
さ
さ
え
愛
だ
よ
り
」を
発
行

し
て
、
認
知
症
の
早
期
発
見
・
予
防
の
た
め
、
地
域

で
の
支
え
あ
い
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

「
下
村
さ
さ
え
愛
の
仲
間
た
ち
」

　
あ
る
日
の
話
し
合
い
で
は
、
下
村
区
の
高
齢
者

が
ど
ん
な
ふ
う
に
暮
ら
し
て
い
る
の
か
、
居
場
所
や

外
出
先
に
つ
い
て
、
地
図
に
印
を
し
て
み
る
こ
と
で
、

高
齢
者
の
生
活
の
様
子
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

　
今
ま
で
気
づ
か
な
か
っ
た
心
配
な
高
齢
者
が
地
域

の
中
に
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
高
齢
者
が
元
気
で
暮

ら
し
て
い
く
た
め
に
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
を
考
え

て
い
き
ま
し
た
。

和
気
あ
い
あ
い
の
話
し
合
い
の
中
か
ら
、

地
域
づ
く
り
の
知
恵
が
生
ま
れ
ま
す

　
下
村
区
で
は
、
回
覧
板
で
参
加
を
呼
び
か
け
、
昨
年

12
月
11
日
に「
百
歳
体
操
体
験
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
参
加
者
の「
元
気
に
な
り
そ
う
」「
続

け
て
や
っ
て
み
た
い
」と
い
う
声
に
押
さ
れ
て
、
今
年

２
月
18
日
か
ら
、
本
格
的
に
百
歳
体
操
を
ス
タ
ー

ト
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
良
い
こ
と
は
難
し
く
考
え
ず
に
や
っ
て
み
る
こ
と

で
、
元
気
な
地
域
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

み
ん
な
が
一
緒
に
体
力
づ
く
り
や

お
し
ゃ
べ
り
が
で
き
る
場
を
つ
く
り
た
い

　「
地
域
支
え
あ
い
協
議
体
」と
は
、少
子
高
齢
化
社
会
が
進
む
中
で
も
、「
私
た
ち
が
元
気
で
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
た
め
に
何
が
で
き
る
の
か
」を
み
ん
な
で
考
え
る
場
で
す
。 

日
常
の
暮
ら
し
の
中
で
人
と
人
が
支
え
あ
い
、

助
け
合
い
が
で
き
る
よ
う
な
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。 

　
第
２
層
若
草
北
地
区
で
は
、も
っ
と
身
近
な
支
え
あ
い
活
動
を
進
め
る
た
め
に
、自
治
会
圏
域（
第
３
層
）の

取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。 

そ
の
中
の
一
つ「
鏡
中
條
下
村
区
」の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

◀「下村ささえ愛だより」

▼下村区協議体のメンバー

▲地図に付箋を貼って高齢者の

　 生活の様子を把握しました

▲百歳体操体験会の様子

　 （鏡中條公民館）

※

協
議
体
で
は
、市
内
全
域
の
問
題
を
話
し
合
う

　
場
で
あ
る
第
１
層
、
小
学
校
区
域
の
第
２
層
、

　
自
治
会
圏
域
の
第
３
層
と
い
う
よ
う
に
、
地
域

　
の
範
囲
に
合
わ
せ
て
地
域
づ
く
り
を
考
え
て

　
い
ま
す
。
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ファで居眠りしたり…。 
おじさんとロバのふしぎな
暮らしを描いた、オースト
ラリアの絵本。 ひょっとし
て、あなたの隣にもロバ
がいたりしませんか?

『 われは歌えどもやぶれかぶれ 』 
著／椎名 誠　出版／集英社
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定員：各２０名　　持ち物：はさみ、 ボンド、おてふきまたはウエットティッシュ
※要申込  ２月１日（金）から市内図書館にて受付開始

17日（日） 14:00 ～  研修室中
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16日（土） 13:30 ～  大研修室白

●生活支援講座 「新聞の読みかた講座」 ～こんなに使える！ 新聞活用術～

講師：渡辺新聞店 代表取締役 渡辺次朗氏　　定員：３０名
※要申込  ２月２日（土）から市内図書館にて受付開始　

23日（土） 13:30 ～  大研修室白
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講師：山梨県立図書館 館長 金田一秀穂氏　　定員：６０名
※要申込  ２月２日（土）から市内図書館にて受付開始　

2月17日（日）～3月27日（水）開催期間

休 館 日 月曜日・祝日の翌日

芦安分館  TEL.282-7285
火・金のみ開館
13:00～17:00
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《K2峰 8611m ゴドウィン・
オースチン氷河から》

開館時間 9時30分～17時（入館は16時30分まで）
入 館 料 一般 500円、 大高生 300円、 中小生 200円

市民ギャラリーの貸出について
　市民ギャラリーの使用を希望する方は、２月１日から貸出申込案内書を
送付しますので、美術館までお問い合わせください。 また、使用料金等
詳細につきましても併せてお問い合わせください。

貸出開始日：４月１１日（木）～

※入館料には団体割引などがあります。 小学生未満・65歳以上の方は無料です。
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、
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▼下村区協議体のメンバー

▲地図に付箋を貼って高齢者の

　 生活の様子を把握しました

▲百歳体操体験会の様子

　 （鏡中條公民館）

※

協
議
体
で
は
、市
内
全
域
の
問
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を
話
し
合
う

　
場
で
あ
る
第
１
層
、
小
学
校
区
域
の
第
２
層
、

　
自
治
会
圏
域
の
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と
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よ
う
に
、
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域

　
の
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域
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く
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ま
す
。



　「
鬼
は
外
、福
は
内
」。二
月
三
日
の
節
分
の
日
、市
内
の
各
家
や
保

育
所
、社
寺
な
ど
で
は
、鬼
を
払
い
、福
を
呼
ぶ
豆
ま
き
が
行
な
わ
れ
て

い
ま
す
。節
分
と
は
二
十
四
節
気
の
う
ち
四
季
の
変
わ
り
目
と
な
る
立

春
、立
夏
、立
秋
、立
冬
の
前
日
を
指
し
ま
す
。中
で
も
立
春
が
新
し
い

年
の
始
ま
り
と
考
え
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、そ
の
前
日
が
こ
と
さ
ら
に
節

分
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。か
つ
て
市
内
で
行
な
わ
れ
て
い

た
節
分
の
風
景
は
、今
と
少
し
違
っ
た
も
の
で
し
た
。落
合
で
今
で
も

伝
統
的
な
豆
ま
き
を
行
な
って
い
る
塩
澤
さ
ん
の
お
話
と
残
さ
れ
た
記

録
か
ら
、昔
の
様
子
を
の
ぞ
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
節
分
で
使
う
豆
や
米
な
ど
の
五
穀
に
は
、穀
霊
が
宿
り
、邪
気
を
払

う
力
が
あ
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。そ
の
中
で
も
特
に
大
豆
は
、

市
内
で
出
土
し
た
縄
文
土
器
に
も
そ
の
痕
跡
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
、五

千
年
以
上
も
の
長
き
に
わ
た
っ
て
人
と
と
も
に
歩
ん
だ
歴
史
を
も
ち

ま
す
。こ
の
大
豆
を
ま
ず
、ほ
う
ろ
く
な
ど
で
念
入
り
に
煎
り
ま
す
。

こ
れ
は
豆
で
鬼
を
射
る（
煎
る
）た
め
で
、煎
っ
た
豆
で
な
い
と「
鬼
の

世
」が
来
る
と
も
い
わ
れ
ま
す
。　
　

　
次
に
イ
ワ
シ
の
頭
と
尾
を
焼
き
ま
す
。イ
ワ
シ
を
焼
く
臭
い
と
煙
が

部
屋
いっ
ぱ
い
に
広
が
り
ま
す
が
、こ
れ
も
鬼
を
遠
ざ
け
る
た
め
の
も
の

で
す
。焼
く
時
に
は「
ス
ズ
メ
の
口
焼
き
　
チ
ュ
ウ
チ
ュ
ウ
、カ
ラ
ス
の
口

焼
き
　
カ
ア
カ
ア
、ト
ン
ビ
の
口
焼
き
　
ピ
ー
ピ
ー
」と
唱
え
な
が
ら
イ

ワ
シ
に
ツ
バ
を
か
け
ま
し
た
。こ
れ
は
農
作
物
を
食
い
荒
ら
す
鳥
や
虫

を
封
じ
る
お
ま
じ
な
い
で
、悪
さ
で
き
な
い
よ
う
に
口
を
焼
い
て
し
ま

う
ぞ
、と
い
う
も
の
で
す
。そ
れ
だ
け
鳥
害
や
虫
害
は
農
業
を
生
活
の

基
盤
と
す
る
人
々
に
と
っ
て
深
刻
な
問
題
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。焼
い
た

イ
ワ
シ
は
ヒ
イ
ラ
ギ
や
バ
リ
バ
リ
の
木（
モ
ミ
や
ツ
ガ
）な
ど
の
葉
先
が

尖
っ
た
枝
に
つ
け
て
玄
関
に
飾
り
ま
し
た
。尖
っ
た
葉
先
が
鬼
の
目
を

刺
し
、邪
気
除
け
に
な
る
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
で
す
。こ
れ
は「
ヤ
キ
カ

ガ
シ（
焼
き
嗅
が
し
）」と
呼
ば
れ
ま
し
た
。

　
庭
先
に
は
、竿
の
先
に
目
籠
か
手
す
く
い（
う
ど
ん
す
く
い
）と
バ
リ

バ
リ
の
木
を
つ
け
て
軒
先
よ
り
も
高
く
掲
げ
ま
し
た
。こ
れ
は「
鬼
の

目
」と
呼
ば
れ
ま
し
た
。準
備
が
整
う
と
豆
ま
き
の
始
ま
り
で
す
。

煎
っ
た
豆
は
ま
ず
神
棚
に
お
供
え
し
て
か
ら
各
部
屋
に
ま
き
ま
す
。ま

く
順
序
は
そ
の
年
の
恵
方
や
南
東
か
ら
な
ど
家
庭
や
地
域
に
よ
って
さ

ま
ざ
ま
で
す
が
、塩
澤
さ
ん
は
お
父
さ
ま
か
ら「
富
士
山
の
方
角
に
手

いっ
ぱ
い
に
豆
を
に
ぎ
って
投
げ
ろ
」と
教
わ
っ
た
そ
う
で
す
。屋
内
の
豆

ま
き
が
終
わ
っ
た
ら
外
に
出
ま
す
。い
よ
い
よ
最
後
の
仕
上
げ
で
す
。

「
鬼
の
ま
な
こ
を
ぶ
っつ
ぶ
せ
」と
叫
び
な
が
ら「
鬼
の
目
」に
向
か
っ
て

豆
を
投
げ
つ
け
ま
し
た
。夕
暮
れ
時
の
薄
闇
の
中
、隣
近
所
か
ら
も
同

じ
掛
け
声
が
響
き
ま
す
。負
け
な
い
よ
う
に
声
を
張
って
競
い
合
い
、そ

れ
は
に
ぎ
や
か
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
古
市
場
の
若
宮
八
幡
神
社
で
は
、昭
和
二
十
五
年
か
ら
敬
神
会
の

会
員
が
福
の
神
と
鬼
に
な
り
古
市
場
と
荊
沢
の
各
家
や
公
共
施
設
な

ど
め
ぐ
る「
鬼
や
ら
い
」が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。鬼
を
み
て
泣
き
出
す

子
も
い
れ
ば
、怯
え
な
が
ら
も
豆
を
ぶ
つ
け
て
追
い
払
う
子
も
い
ま
す
。

ひ
と
し
き
り
の
攻
防
の
中
で
現
れ
る
福
の
神
は
、新
し
い
年
の
幸
福
を

も
た
ら
し
ま
す
。

　
こ
う
し
た
節
分
の
行
事
は「
お
歳
と
り
」と
も
呼
ば
れ
ま
し
た
。立

春
は
新
し
い
年
の
始
ま
り
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
で
す
。こ
う
し
た
節
目

の
日
に
は
神
霊
が
訪
れ
る
と
古
く
か
ら
信
じ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。庭
に

掲
げ
ら
れ
た
鬼
の
目
も
本
来
は
神
霊
が
宿
る
た
め
の
依
代
だ
っ
た
の
で

は
な
い
か
、と
い
う
意
見
も
あ
り
ま
す
。つ
ま
り
鬼
と
は
災
い
を
も
た
ら

す
邪
悪
な
存
在
で
あ
る
ば
か
り
で
は
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
南
ア
ル
プ
ス
市
域
は
ユ
ネ
ス
コ
の
エ
コ
パ
ー
ク
に
登
録
さ
れ
、自
然
と

人
が
調
和
し
、と
も
に
生
き
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。節
分
は

人
々
が
自
然
の
猛
威
と
戦
い
な
が
ら
も
、敬
い
、そ
の
恵
み
に
感
謝
し
、

新
た
な
春
に
幸
福
を
祈
る
祭
り
で
す
。こ
う
し
た
伝
統
文
化
に
は
今

後
自
然
と
向
き
合
っ
て
い
く
た
め
の
知
恵
や
記
憶
が
秘
め
ら
れ
て
い
る

の
で
す
。　
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てすくいを飾る地域も
あります （大曽利）

昔は煎る前に 12 粒とっておいて、
月毎に火鉢で焼いて、 月の天気
を占いました。 汗をかけば雨、
ふきだせば風、 乾けばひでり

バリバリの木

塩澤家の
「鬼の目」

鏡中條の巨摩八幡宮でも
毎年豆まきが行なわれます

若宮八幡神社の鬼やらい （古市場） 落合　塩澤家での豆まき　
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は
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に
も
そ
の
痕
跡
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
、五

千
年
以
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の
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に
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て
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と
と
も
に
歩
ん
だ
歴
史
を
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ち
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チ
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や
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も
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と
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の
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。
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は
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に
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順
序
は
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の
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の
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や
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ら
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ど
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や
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域
に
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って
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ま
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で
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が
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ら「
富
士
山
の
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角
に
手

いっ
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に
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って
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で
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の
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せ
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が
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時
の
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の
中
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所
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も
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掛
け
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が
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き
ま
す
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な
い
よ
う
に
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を
張
って
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合
い
、そ
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は
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や
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だ
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で
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場
の
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和
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会
の
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と
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に
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と
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沢
の
各
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や
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共
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な
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や
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を
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も
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ば
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え
な
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も
豆
を
ぶ
つ
け
て
追
い
払
う
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も
い
ま
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。
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と
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の
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中
で
現
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の
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は
、新
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い
年
の
幸
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を
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し
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こ
う
し
た
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分
の
行
事
は「
お
歳
と
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」と
も
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れ
ま
し
た
。立
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は
新
し
い
年
の
始
ま
り
と
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え
ら
れ
た
か
ら
で
す
。こ
う
し
た
節
目

の
日
に
は
神
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が
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る
と
古
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信
じ
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れ
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き
ま
し
た
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に
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た
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の
目
も
本
来
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が
宿
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た
め
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代
だ
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で

は
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、と
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意
見
も
あ
り
ま
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。つ
ま
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鬼
と
は
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い
を
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邪
悪
な
存
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あ
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ば
か
り
で
は
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の
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も
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れ
ま
せ
ん
。
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ル
プ
ス
市
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は
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ネ
ス
コ
の
エ
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に
登
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れ
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と
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が
調
和
し
、と
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に
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と
を
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指
し
て
い
ま
す
。節
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は
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が
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然
の
猛
威
と
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な
が
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も
、敬
い
、そ
の
恵
み
に
感
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し
、

新
た
な
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に
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を
祈
る
祭
り
で
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し
た
伝
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に
は
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後
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と
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く
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や
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が
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刀 

仁
美
（
西
野
）

　

回
覧
板
手
に
し
て
話
す
木
の
芽
風 

小
池 

よ
し
子
（
飯
野
）

　

売
れ
残
る
小
臼
大
臼
春
の
雪 

小
松 

善
子
（
飯
野
）

　

啓
蟄
や
蔵
に
富
山
の
薬
箱 

齊
藤 

文
子
（
在
家
塚
）

　

鉄
斎
に
富
士
山
頂
図
彼
岸
西
風 

斉
藤 

正
和
（
在
家
塚
）

　

母
写
る
は
ず
な
き
鏡
亀
鳴
け
り 

内
藤 

利
子
（
飯
野
）

　

お
は
や
う
と
は
づ
か
し
さ
う
に
新
入
生 

中
澤 

明
彦
（
飯
野
）

　

八
ヶ
岳
よ
り
の
風
に
膨
ら
む
蕗
の
薹 

長
谷
部 

ま
り
子
（
西
野
）

　

し
ん
の
う
び
な

け
い
ち
つ

ふ
み 

こ

ざ

お

て
っ
さ
い

さ
ん
ち
ょ
う
ず

に   

し

ふ   

じ

や
ま
ぶ
き

は
な
こ
ぶ 

し  

せ

こ

め 

か
ぜ

こ 

う
す

や

　
　つ

ふ
き

と
う

お
お
う
す
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子
ど
も
の
こ
ろ
、 

冬
休
み
に
練
習
し
た
習
字
を
持
っ
て

ど
ん
ど
焼
き
に
行
き
ま
し
た
。

習
字
紙
に
書
い
た
、 

お
世
辞
に
も
上
手
で
は
な
い
字
が

炎
と
と
も
に
空
に
昇
る
と
字
が
上
手
に
な
る
・・

母
親
が
言
う
も
の
だ
か
ら
、 

ぼ
ん
や
り
空
を
眺
め
て
い
た
も
の
で
す
。

そ
ん
な
こ
と
よ
り
も
お
正
月
が
二
度
あ
っ
て
楽
し
い
。

子
ど
も
心
に
そ
う
思
い
ま
し
た
。

炎
が
暑
く
て
、 

で
も
ち
ょ
っ
と
離
れ
る
と
寒
く
て

そ
れ
に
地
域
の
ひ
と
た
ち
が
と
っ
て
も
愉
快
。

子
ど
も
の
頃
に
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
願
い
と
想
い
。

宇
宙
に
届
い
て
い
る
か
な
。

上
弦
の
月
が
雲
間
か
ら
現
れ
ま
し
た
。

文
・
写
真
／
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
推
進
室

ふ
る
さ
と
日
記

今
月
の
テ
ー
マ

里

開 催 日　３月３日（日）
時　　間　10：00～15：00
場　　所　若草生涯学習センター、若草卓球場、若草体育館
　　　　　※体育館は上履きが必要ですので、ご持参ください。

内　　容　斉藤花耶さん（テレビ朝日音楽チャンプ全国優勝）コンサート、
　　　　　森の劇場ステージ、
　　　　　おばけ屋敷やダンボール迷路ほか親子で楽しめる体験ブース、
　　　　　お菓子や加工食品・ハンドメイド作品などの販売コーナー、
　　　　　各種団体による演奏やダンスなどのステージ発表、
　　　　　文化財体験コーナー、市内の飲食店など
お問合せ／市民活動フェスタ実行委員会（市民活動センター） ☎282-7325
　　　　　南アルプス市ファミリーフェスタ実行委員会（子育て支援課） ☎282-7293

願

　い

 
南アルプス市では男女が共に支え合う家庭づくりを推進しています。

いくめん

（小笠原）父・準   母・めぐみ（飯野）

市川 にこちゃん（3歳）

　　 葉乙くん（1歳）
は　お

お子さんの写真を募集しています。
詳しくは、秘書課までお問合せください。

☎282-6037 hisyo@city.minami-alps.lg.jp 掲載については、市民活動センターまでお問合せください。

2人ともパパと遊ぶのが大好き!! これからもいっぱい
遊んだり、お出かけしたりしようね!!

いつも仲良しの二人。
いつまでもニコニコ仲良くね。

深沢 元紀さん（父）

　　 姫禾ちゃん（6歳）

 　　　 藍禾ちゃん（2歳）

もとき

ひめか

あいか

☎282-7325 machi@city.minami-alps.lg.jp

総人口： 71,850人（-25）
--------------------------
男　性： 35,477人（-26）
女　性： 36,373人（+1）
世　帯： 27,825世帯（+5）
うち外国籍人口：981人（+15）

南アルプス広
報 No.191   平成3１年2月1日発行

平成31年1月1日現在（対前月比）

今月の表紙：雪の降る伝嗣院

●八田／チャンネル101 8:30、22:00　●白根・芦安／チャンネル101 6:30、10:00、15:00、22:00
●若草・櫛形／チャンネル111 8:00、22:00　●甲西／チャンネル111 12:00、22:00

CATVによる市行政番組のチャンネルと放送時間　毎週土曜日に更新しています。

緑かがやく自然を守り
なかよく美しい心を結び合い
未来にひらく
　　豊かなまちをつくることを
アルプスの山々に誓います

市 民 憲 章

木……… モモ
花……… アヤメ
鳥……… ライチョウ
山……… 北岳

市 の シ ン ボ ル

南アルプス市役所： 〒400 -0395 山梨県南アルプス市小笠原376
TEL .  055 -282-1111（代表） FAX .055 -282-1112（代表）
ht tp : //www.c i t y.m i n am i - a l p s .yamanash i . j p
編集／南アルプス市役所 秘書課　TEL .055 -282-6037
◯各窓口サービスセンター
　八田 TEL.  282-5600 白根 TEL.  283-3000　
　芦安 TEL.  282-5577 若草 TEL.  282-3100
　甲西 TEL.  282-3120

齊藤　助治郎さん（山寺） 佐藤　幸子さん（江原） 

祝
100歳
おめでとう!

今月の
イベント

市
民
活
動
フ
ェ
ス
タ

２
０
１
９

南
ア
ル
プ
ス
市
フ
ァ
ミ
リ
ー

フ
ェ
ス
タ
２
０
１
９

今年も市民活動フェスタ＆ファミリーフェスタが開催されます。市民団体やNPOなどによる販売や体験ブース、
親子で楽しめるステージなど盛りだくさん。市民が協力してつくりあげ楽しめるお祭りになっています。
ぜひご来場ください！

19   18



子
ど
も
の
こ
ろ
、 

冬
休
み
に
練
習
し
た
習
字
を
持
っ
て

ど
ん
ど
焼
き
に
行
き
ま
し
た
。

習
字
紙
に
書
い
た
、 

お
世
辞
に
も
上
手
で
は
な
い
字
が

炎
と
と
も
に
空
に
昇
る
と
字
が
上
手
に
な
る
・・

母
親
が
言
う
も
の
だ
か
ら
、 

ぼ
ん
や
り
空
を
眺
め
て
い
た
も
の
で
す
。

そ
ん
な
こ
と
よ
り
も
お
正
月
が
二
度
あ
っ
て
楽
し
い
。

子
ど
も
心
に
そ
う
思
い
ま
し
た
。

炎
が
暑
く
て
、 

で
も
ち
ょ
っ
と
離
れ
る
と
寒
く
て

そ
れ
に
地
域
の
ひ
と
た
ち
が
と
っ
て
も
愉
快
。

子
ど
も
の
頃
に
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
願
い
と
想
い
。

宇
宙
に
届
い
て
い
る
か
な
。

上
弦
の
月
が
雲
間
か
ら
現
れ
ま
し
た
。

文
・
写
真
／
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
推
進
室

ふ
る
さ
と
日
記

今
月
の
テ
ー
マ

里

開 催 日　３月３日（日）
時　　間　10：00～15：00
場　　所　若草生涯学習センター、若草卓球場、若草体育館
　　　　　※体育館は上履きが必要ですので、ご持参ください。

内　　容　斉藤花耶さん（テレビ朝日音楽チャンプ全国優勝）コンサート、
　　　　　森の劇場ステージ、
　　　　　おばけ屋敷やダンボール迷路ほか親子で楽しめる体験ブース、
　　　　　お菓子や加工食品・ハンドメイド作品などの販売コーナー、
　　　　　各種団体による演奏やダンスなどのステージ発表、
　　　　　文化財体験コーナー、市内の飲食店など
お問合せ／市民活動フェスタ実行委員会（市民活動センター） ☎282-7325
　　　　　南アルプス市ファミリーフェスタ実行委員会（子育て支援課） ☎282-7293

願

　い

 
南アルプス市では男女が共に支え合う家庭づくりを推進しています。

いくめん

（小笠原）父・準   母・めぐみ（飯野）

市川 にこちゃん（3歳）

　　 葉乙くん（1歳）
は　お

お子さんの写真を募集しています。
詳しくは、秘書課までお問合せください。

☎282-6037 hisyo@city.minami-alps.lg.jp 掲載については、市民活動センターまでお問合せください。

2人ともパパと遊ぶのが大好き!! これからもいっぱい
遊んだり、お出かけしたりしようね!!

いつも仲良しの二人。
いつまでもニコニコ仲良くね。

深沢 元紀さん（父）

　　 姫禾ちゃん（6歳）

 　　　 藍禾ちゃん（2歳）

もとき

ひめか

あいか

☎282-7325 machi@city.minami-alps.lg.jp

総人口： 71,850人（-25）
--------------------------
男　性： 35,477人（-26）
女　性： 36,373人（+1）
世　帯： 27,825世帯（+5）
うち外国籍人口：981人（+15）

南アルプス広
報 No.191   平成3１年2月1日発行

平成31年1月1日現在（対前月比）

今月の表紙：雪の降る伝嗣院

●八田／チャンネル101 8:30、22:00　●白根・芦安／チャンネル101 6:30、10:00、15:00、22:00
●若草・櫛形／チャンネル111 8:00、22:00　●甲西／チャンネル111 12:00、22:00

CATVによる市行政番組のチャンネルと放送時間　毎週土曜日に更新しています。

緑かがやく自然を守り
なかよく美しい心を結び合い
未来にひらく
　　豊かなまちをつくることを
アルプスの山々に誓います

市 民 憲 章

木……… モモ
花……… アヤメ
鳥……… ライチョウ
山……… 北岳

市 の シ ン ボ ル

南アルプス市役所： 〒400 -0395 山梨県南アルプス市小笠原376
TEL .  055 -282-1111（代表） FAX .055 -282-1112（代表）
ht tp : //www.c i t y.m i n am i - a l p s .yamanash i . j p
編集／南アルプス市役所 秘書課　TEL .055 -282-6037
◯各窓口サービスセンター
　八田 TEL.  282-5600 白根 TEL.  283-3000　
　芦安 TEL.  282-5577 若草 TEL.  282-3100
　甲西 TEL.  282-3120

齊藤　助治郎さん（山寺） 佐藤　幸子さん（江原） 

祝
100歳
おめでとう!

今月の
イベント

市
民
活
動
フ
ェ
ス
タ

２
０
１
９

南
ア
ル
プ
ス
市
フ
ァ
ミ
リ
ー

フ
ェ
ス
タ
２
０
１
９

今年も市民活動フェスタ＆ファミリーフェスタが開催されます。市民団体やNPOなどによる販売や体験ブース、
親子で楽しめるステージなど盛りだくさん。市民が協力してつくりあげ楽しめるお祭りになっています。
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フルーツサンド〈ルーブル〉

http://www.facebook.com/minamialps.loco
このページは南アルプス市の女子クリエーターグループ “南アルプス ! LOCO” が編集・制作しています。

南アルプス！ロコf いいね！
を押して
応援してね♥

子育て最中のパパ & ママ同士がランチ
やお茶をしながら、日頃の悩みやモヤモ
ヤを発散できたり、ホッと一息つける場
所「子育ていろいろカフェ」を行なって
います。子育て講座のトレーナーが常駐
してます。子連れももちろんOK！
毎週火曜 12：00～13：30
会場：金丸文化学園

南アルプスのステキ情報気になるコト・大好きを女子目線でいっぱいつめこみます。

2019 February no.71

【お問い合わせ】
市民活動センター TEL 055-282-7325　

MINAMI ALPS

市民活動・NPO・サークルなど

活動紹介活動紹介

参加者募集中!!

L
O
C
O（
以
下
・
L
） 
パ
ノ
ラ
ミ
カ
さ
ん

が
移
転
し
て
来
た
の
は
、
3
年
前
だ
っ
た

で
し
ょ
う
か
。当
時
か
ら
「
南
ア
ル
プ
ス
市

に
美
味
し
い
イ
タ
リ
ア
ン
レ
ス
ト
ラ
ン
が

来
る
よ
！
」と
わ
く
わ
く
し
て
い
ま
し
た
。

野
中
（
以
下
・
野
） 

そ
う
だ
っ
た
ん
で
す

か
！ 

タ
イ
ミ
ン
グ
や
条
件
、
そ
れ
か
ら
ご

縁
が
重
な
っ
て
、
甲
斐
市
か
ら
移
っ
て
き

ま
し
た
。川
を
越
え
る
と
様
子
が
変
わ
る

こ
と
も
あ
っ
て
、
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
の

移
転
で
し
た
。で
も
昔
か
ら
の
お
客
さ
ん

も「
来
て
み
る
と
結
構
近
い
！
」っ
て
言
っ

て
、変
わ
ら
ず
足
を
運
ん
で
く
れ
ま
す
。

L
　
少
し
遠
く
て
も
パ
ノ
ラ
ミ
カ
さ
ん
に

行
き
た
い
！
っ
て
い
う
フ
ァ
ン
が
多
い
の

で
し
ょ
う
ね
。

野
　小
淵
沢
や
鰍
沢
か
ら
来
て
く
れ
た

り
、
静
岡
か
ら
長
野
へ
抜
け
る
途
中
に

寄
っ
て
く
だ
さ
る
方
も
い
ま
す
。最
近
は

無
尽
で
使
っ
て
く
れ
る
男
性
客
も
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
よ
。

L
　
女
性
客
が
多
い
の
か
な
と
思
っ
て
い

ま
し
た
が
、
老
若
男
女
に
愛
さ
れ
る
お
店

な
ん
で
す
ね
！

野
　女
性
が
９
割
く
ら
い
で
す
け
ど
ね

（
笑
）
基
本
的
に
夫
婦
２
人
で
お
店
を
回
し

て
い
る
の
で
、
ち
ょ
っ
と
お
待
た
せ
す
る

こ
と
も
あ
り
、
そ
こ
は
申
し
訳
な
い
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。で
も
提
供
す
る
も
の
は

全
て
手
作
り
に
し
た
い
の
で
。

L
　
料
理
人
の
プ
ラ
イ
ド
を
感
じ
ま
す
。

何
を
食
べ
て
も
美
味
し
い
の
で
す
が
、
こ

だ
わ
り
な
ど
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

野
　南
ア
ル
プ
ス
市
に
来
て
か
ら
果
物

の
頂
き
物
が
も
の
す
ご
く
増
え
て
、
し
か

も
ど
れ
も
美
味
し
い
！
せ
っ
か
く
な
ら

と
デ
ザ
ー
ト
も
い
ろ
い
ろ
作
っ
て
い
ま

す
。お
魚
は
淡
路
島
か
ら
直
送
で
送
っ
て

も
ら
っ
た
り
し
て
い
ま
す
が
、
あ
ま
り
そ

れ
を
う
り
に
し
た
い
と
も
思
っ
て
い
な

い
の
で…

 

食
材
へ
の
こ
だ
わ
り
は
、ほ
ど

ほ
ど
で
す（
笑
）

み
ん
な
が
笑
顔
に
な
る
場
所
に

野
　「オ
ス
テ
リ
ア
」
っ
て
居
酒
屋
み
た
い

な
イ
メ
ー
ジ
な
ん
で
す
。な
の
で
、
お
料
理

を
取
り
分
け
な
が
ら
、仲
間
と
ゆ
っ
く
り

食
事
を
楽
し
む
場
に
な
っ
て
ほ
し
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。こ
だ
わ
り
が
あ
る
と
す

れ
ば
、そ
こ
か
な
？

L
　
お
腹
を
満
た
す
ん
じ
ゃ
な
く
、
豊
か

な
時
間
を
過
ご
す
と
こ
ろ
、
っ
て
い
う
イ

メ
ー
ジ
で
し
ょ
う
か
？

野
　そ
う
だ
と
い
い
な
ぁ
と
思
い
ま
す
。

あ
と
は
「
こ
う
い
う
お
肉
食
べ
た
い
か
ら
、

そ
れ
を
中
心
に
」
と
か
、「
こ
う
い
う
ワ
イ

ン
会
を
し
た
い
」
と
か
の
リ
ク
エ
ス
ト
に

も
対
応
し
て
い
ま
す
。近
く
に
熱
い
パ
ン

屋
さ
ん
や
ワ
イ
ナ
リ
ー
も
あ
る
の
で
、
み

ん
な
で
協
力
し
な
が
ら
盛
り
上
げ
て
行
き

た
い
で
す
ね
！

11 オステリア パノラミカinterview

野中愛子さん

Foster Life

国産小麦でできたふわふわパン
に、マルトクフルーツ（上八田）
の柿や、河野フルーツ（上宮地）
のキウイなどフルーツをたっぷ
り詰めてホイップクリームで挟
みました♡

小笠原 1654-4 ／ 055-284-0252
9：00～19：00 ／日曜日・祝日定休

※広報 1 月号で紹介しました「ばつぐん」の営業時間について、 11：00 ～ 14：00・17：30 ～ 21：00、 月曜・第 1 火曜定休に訂正させていただきます。

◇ 南アルプス市桃園 1685-1
☎ 055-206-1251
○ 11:30～14:00、18:00～21:00
定休日：水曜定休、不定休

LOCO MAGA



善
意
を
あ
り
が
と
う

　
図
書
館
の
図
書
購
入
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
、

次
の
方
か
ら
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

中
澤　
明
彦　
様（
飯
野
）　　

２
５
，２
０
８
円

お
知
ら
せ

●
市
役
所
本
館
・
新
館
へ
の
自
動
販
売

　
機
設
置
に
係
る
入
札
を
実
施
し
ま
す

　
自
動
販
売
機
設
置
に
係
る
一
般
競
争
入
札
を

次
の
と
お
り
行
な
い
ま
す
。

　
入
札
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、受
付
期
間

内
に
必
ず「
一
般
競
争
入
札
参
加
申
込
書
」等
を

管
財
契
約
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 平成31年 2月号

　
な
お
、申
し
込
み
に
係
る
様
式
等
は
、管
財
契

約
課
で
配
布
す
る
ほ
か
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

設
置
期
間　
２
０
１
９
年
４
月
１
日
〜
２
０
２
４

　
年
３
月
31
日（
５
年
間
）

受
付
期
間　
２
月
15
日（
金
）〜
25
日（
月
）

入
札
日　
３
月
８
日（
金
）

※

詳
細
は
募
集
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ
／
管
財
契
約
課電

話（
２
８
２
）６
０
９
２

●
各
種
税
金
の
納
期
限
に
つ
い
て

税　
目　
固
定
資
産
税（
４
期
）

　
　
　
　
国
民
健
康
保
険
税（
８
期
）

納
期
限　
２
月
28
日（
木
）

※

納
め
忘
れ
の
な
い
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ

　
さ
い
。口
座
振
替
で
納
め
る
方
は
、口
座
残
高

　
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ
／
収
税
対
策
課電

話（
２
８
２
）７
３
８
４

●
Ｅ
Ｍ
ぼ
か
し
の
無
料
配
布

　
Ｅ
Ｍ
ぼ
か
し
と
は
、Ｅ
Ｍ
菌
を
米
ぬ
か
な
ど
に

入
れ
て
大
量
に
増
や
し
た
粉
で
す
。生
ご
み
処
理

容
器
で
肥
料
を
作
る
際
に
使
用
し
ま
す
。配
布

は
無
く
な
り
次
第
終
了
と
な
り
ま
す
の
で
、ご
了

承
く
だ
さ
い
。

配
布
期
間　
２
月
１
日(

金)

〜

配
布
場
所　
環
境
課

　
　
　
　
　
各
窓
口
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

お
問
合
せ
／
環
境
課　
電
話（
２
８
２
）６
０
９
７

●
戦
没
者
慰
霊
祭

　
大
戦
に
よ
っ
て
亡
く
な
ら
れ
た
１
９
８
１
名
の

南
ア
ル
プ
ス
市
出
身
の
方
々
の
霊
を
慰
め
る
と

と
も
に
、恒
久
平
和
へ
の
願
い
を
市
民
と
共
有
す

る
た
め
に
戦
没
者
慰
霊
祭
を
開
催
し
ま
す
。

開
催
日　
２
月
23
日（
土
）

時　
間　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場　
所　
櫛
形
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

※

駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、乗
り
合
わ

　
せ
て
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

※

慰
霊
に
ふ
さ
わ
し
い
服
装
で
参
列
し
て
く
だ

　
さ
い
。

●
お
問
合
せ
／
福
祉
総
合
相
談
課

電
話（
２
８
２
）７
２
２
３

●
軽
自
動
車
等
の
廃
車
・
名
義
変
更
の

　
手
続
き
に
つ
い
て

　
軽
自
動
車
等
を
廃
車
す
る
際
に
は
、ナ
ン
バ
ー

の
返
却
と
廃
車
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、他
人
に
譲
渡
し
た
場
合
は
名
義
変
更
の

施
設
名

市
役
所

本
館

市
役
所

新
館

市
役
所

新
館

北
通
用
口
付
近

１
階
本
館
と
の

通
用
口
付
近

１
階
本
館
と
の

通
用
口
付
近

缶
ペッ
ト
ボ
ト
ル

等
の
清
涼
飲
料
水

紙
パ
ッ
ク
等
の

乳
飲
料
等

紙
パ
ッ
ク
等
の

乳
飲
料
等

場
　
　
所

設
置
物
件

手
続
き
が
必
要
で
す
。

　
軽
自
動
車
税
は
４
月
１
日
時
点
の
所
有
者
に

課
税
さ
れ
ま
す
の
で
、そ
れ
以
前
に
こ
れ
ら
の
手

続
き
が
行
な
わ
れ
な
い
と
、そ
の
年
度
の
軽
自
動

車
税
は
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

不
要
な
課
税
を
防
ぐ
た
め
に
も
、適
切
な
手

続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

お
問
合
せ
／
税
務
課  

電
話（
２
８
２
）７
３
７
９

●
ラ
イ
チ
ョ
ウ
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　
南
ア
ル
プ
ス
ラ
イ
チ
ョ
ウ
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。今
回
が
最
後
の
開
催
で
す
。

開
催
日　
２
月
24
日（
日
）

時　
間　
13
時
30
分
〜
16
時

場　
所　
甲
斐
駒
セ
ン
タ
ー
せ
せ
ら
ぎ（
北
杜
市

　
武
川
町
牧
原
１
２
４
３
）

受
講
料　
無
料

定　
員　
１
０
０
名（
申
込
先
着
順
）

締　
切　
２
月
12
日（
火
）

申
込・お
問
合
せ
／
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
推
進
室

電
話（
２
８
２
）７
２
６
１

－１－

  

せ
ら
知
お

   
  

   

善
意



　
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※

代
理
の
場
合
は
、後
日
、本
人
に
連
絡
し
ま
す
。

※

母
子
健
康
手
帳
交
付
時
に
妊
婦
一
般
健
康
診

　
査
受
診
票
、産
婦
健
康
診
査
受
診
票
、新
生
児

　
聴
覚
検
査
受
診
票
を
交
付
し
ま
す
。

※

書
類
の
記
載
か
ら
説
明
ま
で
に
１
時
間
程
度

　
か
か
り
ま
す
。時
間
に
余
裕
を
持
っ
て
お
越
し

　
く
だ
さ
い
。

●
２
月
の
妊
婦
健
康
相
談
・
母
子
健
康

　
手
帳
交
付
日
程

実
施
日　
６
日
、13
日
、20
日
、27
日（
各
水
曜
日
）

時　
間　
９
時
〜
11
時

場　
所　
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

持
ち
物（
母
子
健
康
手
帳
交
付
の
方
の
み
）

　
①
印
鑑 

②
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー
ド
ま
た

　
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

※

実
施
日
に
都
合
が
悪
い
場
合
は
、必
ず
事
前

●
２
月
の
乳
幼
児
健
康
相
談
の
日
程

実
施
日　
６
日
、13
日
、20
日
、27
日（
各
水
曜
日
）

時　
間　
９
時
〜
11
時

場　
所　
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

持
ち
物　
母
子
健
康
手
帳
、バ
ス
タ
オ
ル

内　
容　
保
健
師
・
栄
養
士
・
助
産
師
が
乳
幼

　
児
の
育
児
・
栄
養
相
談
な
ど
に
応
じ
ま
す
。

※

来
所
者
が
多
い
場
合
は
待
ち
時
間
が
長
く
な

　
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。時
間
に
余
裕
を
持
っ
て

　
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
患
者
さ
ん
の
輸
血
の
安
全
性
を
高
め
る
た
め
、

４
０
０
㎖
献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

実
施
日　
２
月
19
日（
火
）

時　
間　
９
時
30
分
〜
12
時
、13
時
〜
15
時
30
分

場　
所　
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
東
側 

県
道
沿
い

　
駐
車
場

お
問
合
せ
／
健
康
増
進
課電

話（
２
８
４
）６
０
０
０

●
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
入
会
申
請
は

　
お
済
み
で
す
か

　
平
成
31
年
度
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
４
月
か

ら
利
用
さ
れ
る
方
は
、次
の
期
限
ま
で
に
入
会
申

請
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。期
限
を
過
ぎ
て
か
ら

の
申
請
は
、５
月
以
降
の
利
用
と
な
り
ま
す
。

　
前
年
度
に
利
用
さ
れ
て
い
る
方
も
、年
度
末
で

全
員
退
会
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

申
請
書
等
は
、子
育
て
支
援
課
ま
た
は
各
窓

口
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
設
置
し
て
あ
り
ま
す
。

提
出
期
限　
２
月
15
日（
金
）

※

４
月
か
ら
利
用
を
始
め
る
場
合

提
出
場
所　
子
育
て
支
援
課
ま
た
は
各
窓
口
サ

　
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

●
２
月
８
日（
金
）は

　
児
童
手
当
の
支
払
い
日
で
す

　
支
払
い
日
ま
で
に
支
払
通
知
書
を
発
送
し
ま
す

の
で
、内
容
を
確
認
し
、通
帳
の
記
帳
等
を
し
て
金

額
に
間
違
い
が
な
い
か
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

※

振
り
込
み
が
完
了
す
る
時
間
は
、金
融
機
関

　
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

お
問
合
せ
／
子
育
て
支
援
課

電
話（
２
８
２
）７
２
９
３

●
姉
妹
都
市
訪
問
団
員
募
集
の
説
明
会

　
２
０
１
９
年
度
の
訪
問
団
員
募
集
に
つ
い
て
の

説
明
会
を
行
な
い
ま
す
。

開
催
日

　
１
回
目　
２
月
７
日（
木
）19
時
〜

　
ア
ク
セ
ス
し
ま
す
。（
登
記
ネ
ッ
ト
で
検
索
）

　

http
://w

w
w
.to
uki-kyo

utaku-

　

online.m
oj.go.jp/

②
申
請
者
情
報
の
登
録（
初
回
の
み
）

③
か
ん
た
ん
証
明
書
請
求
メ
ニ
ュ
ー
か
ら
必
要

　
事
項
を
入
力
し
、送
信

④
手
数
料
を
電
子
納
付

利
用
時
間　
８
時
30
分
〜
21
時

※

詳
し
く
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ
／
甲
府
地
方
法
務
局 

登
記
部
門

電
話（
２
５
２
）７
１
８
６

●
お
忘
れ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
学
校
給
食
費
助
成
金
制
度

　
市
で
は
、小
中
学
校
な
ら
び
に
特
別
支
援
学
校

の
小
中
学
部
に
在
籍
す
る
子
ど
も
が
３
人
以
上

い
る
世
帯
に
対
し
、学
校
給
食
費
の
一
部
を
助

成
し
て
い
ま
す
。ま
だ
申
請
さ
れ
て
い
な
い
場
合

は
、３
月
29
日
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。　

ま
た
、３
月
29
日
ま
で
に
学
校
給
食
費
が
完
納
さ

れ
な
か
っ
た
と
き
は
支
給
で
き
ま
せ
ん
の
で
、す

で
に
申
請
さ
れ
て
い
る
場
合
も
納
入
状
況
の
確

認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
３
人
目
以
降
の
小
学
生
１
人
当
た
り

年
間
１
２
，１
０
０
円

　
３
人
目
以
降
の
中
学
生
１
人
当
た
り

年
間
１
３
，２
０
０
円

お
問
合
せ
／
市
立
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

電
話（
２
８
２
）７
４
１
８

●
水
稲
生
産
実
施
計
画
書（
一
体
化
帳
票
）

　
の
配
布
が
は
じ
ま
り
ま
す

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
山
梨
か
ら
水
稲
生
産
実
施
計
画

書
が
配
布
さ
れ
ま
す
。計
画
書
に
は
平
成
30
年

度
の
作
付
実
績
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、平

成
31
年
度
の
作
付
計
画
に
変
更
が
あ
る
場
合
は
、

変
更
部
分
を
訂
正
し
て
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

　
経
営
所
得
安
定
対
策（
水
田
転
作
に
対
す
る

「
水
田
活
用
の
直
接
支
払
交
付
金
」、「
畑
作
物
の

直
接
支
払
交
付
金
」）に
申
請
す
る
方
や
、水
稲

共
済
に
加
入
す
る
方
は
、こ
の
計
画
書
の
記
載
内

容
を
基
に
交
付
手
続
き
や
掛
金
の
算
定
が
行
な

わ
れ
ま
す
。作
付
け
す
る
水
田
地
名
地
番
等
、内

容
を
よ
く
ご
確
認
の
上
ご
提
出
く
だ
さ
い
。な
お
、

主
食
用
水
稲
を
作
付
け
る
場
合
は
、品
種
名
の

記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

お
問
合
せ
／
市
地
域
農
業
再
生
協
議
会（
農
業

　
振
興
課
内
）　　
　

 

電
話（
２
８
２
）６
２
０
７

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
山
梨 

南
ア
ル
プ
ス
支
所

電
話（
２
８
２
）０
４
４
３

正
確
な
ご
記
入
を
お
願
い
し
ま
す

●
甲
府
地
方
法
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

不
動
産
や
会
社・法
人
の
登
記
事
項
証
明
書

等
の
取
得
が
必
要
に
な
っ
た
場
合
に
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
簡
単
か
つ
お
得
に
証
明
書
等
を
請
求

す
る
こ
と
が
で
き
る「
か
ん
た
ん
証
明
書
請
求
」

と
い
う
方
法
が
あ
り
ま
す
。

　
手
数
料
が
安
く
、法
務
局
ま
で
行
か
な
く
て
も

証
明
書
が
郵
送
で
届
く
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ

り
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

請
求
方
法

①
登
記
・
供
託
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
シ
ス
テ
ム
へ

　
２
回
目　
２
月
11
日（
月
）18
時
〜

場　
所　
地
域
防
災
交
流
セ
ン
タ
ー 

会
議
室

お
問
合
せ
／
市
国
際
交
流
協
会

電
話（
２
８
０
）８
３
４
５

－２－

  

せ
ら
知
お

   
  

   



●
市
国
際
交
流
協
会
職
員
募
集

　
海
外
姉
妹
都
市
交
流
や
在
住
外
国
人
向
け
日

本
語
教
室
な
ど
に
従
事
で
き
る
職
員（
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
）を
募
集
し
ま
す
。

要　
件　
英
検
準
１
級
以
上
の
資
格
お
よ
び
Ｔ
Ｏ

　
Ｅ
Ｉ
Ｃ
７
０
０
点
以
上
の
認
定
を
お
持
ち
の
方

募
集
人
数　
１
人

勤
務
地　
市
国
際
交
流
協
会
事
務
局（
甲
西
農

　
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
内
）

募
集
期
間　
２
月
５
日（
火
）〜
15
日（
金
）

　

※

詳
し
く
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込・お
問
合
せ
／
政
策
推
進
課

電
話（
２
８
２
）６
０
７
３

●
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
支
援
員
募
集

　

平
成
31
年
度
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ（
学
童

保
育
）の
先
生（
臨
時
職
員
）を
募
集
し
ま
す
。

要　
件　
年
齢
60
歳
ま
で
の
健
康
な
方

勤
務
地　
市
内
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ（
勤
務
先

　
の
相
談
可
）

勤
務
時
間　
開
所
時
間
内
で
シ
フ
ト
制

○
平
日
：
授
業
終
了
後
〜
19
時

○
休
校
日（
長
期
休
み
等
）：
８
時
〜
19
時

賃　
金　
時
給
８
５
０
円

※

条
件
に
よ
り
社
会
保
険
加
入
可

申
込・お
問
合
せ
／
子
育
て
支
援
課

電
話（
２
８
２
）７
２
９
３

●
４
月
採
用
予
定

　
市
臨
時
職
員・嘱
託
職
員
募
集

職
種・募
集
人
員

○
保
育
士　
12
名

○
栄
養
士　
若
干
名

○
調
理
員（
保
育
所
勤
務
）　
若
干
名

○
調
理
員（
給
食
セ
ン
タ
ー
勤
務
）　
若
干
名

○
司
書　
若
干
名

○
一
般
事
務（
芦
安
山
岳
館
勤
務
）　
若
干
名

○
一
般
事
務（
ふ
る
さ
と
文
化
伝
承
館
勤
務
）　

　
若
干
名

○
一
般
事
務（
白
根
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
勤
務
）

　
若
干
名

募
集
期
間　
２
月
６
日（
水
）〜
15
日（
金
）

試
験
日　
２
月
25
日（
月
）頃
に
実
施
予
定

※

募
集
案
内
お
よ
び
申
込
書
は
、２
月
６
日（
水
）

　
か
ら
人
事
課
で
配
布
し
ま
す
。

申
込・お
問
合
せ
／
人
事
課電

話（
２
８
２
）６
０
８
４

●
第
48
回
信
玄
公
祭
り

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
募
集

　
山
梨
県
で
は「
信
玄
公
祭
り
」を
お
手
伝
い
い

た
だ
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

業
務
内
容・日
時

①
会
場
警
備
係　
１
０
０
名

　
「
甲
州
軍
団
出
陣
」時
に
お
け
る
観
客
、通
行

　
人
お
よ
び
出
陣
団
体
の
整
理・誘
導
等

　
４
月
６
日（
土
）14
時
〜
19
時
30
分（
予
定
）

②
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配
布･
会
場
案
内
係 

各
日
15
名

　
本
部
テ
ン
ト
や
会
場
に
て
、パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の

　
配
布
や
会
場
の
案
内

　
４
月
５
日（
金
）15
時
〜
18
時（
予
定
）

　
４
月
６
日（
土
）10
時
〜
15
時（
予
定
）

●
南
ア
ル
プ
ス
市
企
業
ガ
イ
ダ
ン
ス

　
紹
介
企
業
の
募
集

　
求
職
者・求
人
企
業
の
マ
ッ
チ
ン
グ
就
職
イ
ベ

ン
ト「
山
日
Ｙ
Ｂ
Ｓ
企
業
ガ
イ
ダ
ン
ス
」に
市
が
ブ

ー
ス
を
出
展
し
、企
業
の
魅
力
や
概
要
を
紹
介
し

ま
す
。紹
介
を
希
望
す
る
企
業
は
ご
応
募
く
だ

さ
い
。

　
な
お
、当
日
は
市
職
員
が
対
応
し
ま
す
の
で
、

企
業
ご
担
当
者
様
は
お
越
し
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。

実
施
日　
３
月
１
日（
金
）、26
日（
火
）

募
集
数　
30
社（
申
込
先
着
順
）

参
加
費　
無
料

申　
込　
観
光
商
工
課（
窓
口
）お
よ
び
市
ホ
ー

　
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
参
加
申
込
書
を
郵
送
ま
た

　
は
フ
ァッ
ク
ス
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

締　
切　
２
月
８
日（
金
）

申
込・お
問
合
せ
／
観
光
商
工
課

電
話（
２
８
２
）６
２
９
４

フ
ァッ
ク
ス（
２
８
２
）６
２
７
９

●
見
つ
け
た
！
わ
た
し
の
南
ア
ル
プ
ス
市

　
観
光
ス
ポ
ッ
ト
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

　
市
の
隠
れ
た
魅
力
を
発
掘・再
発
見
し
、全
国

に
発
信
す
る
た
め
の
写
真
を
募
集
し
ま
す
。

　

入
選
作
は
、観
光
ポ
ス
タ
ー
や
観
光
協
会
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

部　
門

①
市
内
景
観
や
果
物
狩
り
を
楽
し
む
人
々
の
様

　
子

②
山
岳
景
観
や
そ
れ
を
楽
し
む
人
々
の
様
子

③
地
域
の
お
祭
り
や
そ
れ
を
楽
し
む
人
々
の
様
子

応
募
方
法　
市
観
光
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
専

　
用
応
募
フ
ォ
ー
ム
か
ら
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド

締　
切　
２
月
28
日（
木
）

※

詳
し
く
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ
／
市
観
光
協
会電

話（
２
８
４
）４
２
０
４

●
登
録
統
計
調
査
員
の
募
集

　
調
査
票
の
配
布・回
収
な
ど
、統
計
調
査
業
務

に
従
事
で
き
る
方
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
事
前
に
調
査
員
と
し
て
登
録
し
て
い
た
だ
き
、

国
勢
調
査
を
は
じ
め
と
し
た
各
種
統
計
調
査
が

行
な
わ
れ
る
際
に
、お
住
ま
い
の
地
域
な
ど
を
考

慮
の
う
え
、依
頼
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、調
査
活
動
に
応
じ
て
報
酬
が
支
払
わ
れ

ま
す
。　　

要　
件

①
市
内
在
住
の
20
歳
以
上
65
歳
以
下
の
者
で
あ

　
る
こ
と（
登
録
時
点
）

②
責
任
を
も
っ
て
調
査
事
務
を
遂
行
で
き
る
と

　
認
め
ら
れ
る
こ
と

③
守
秘
義
務
を
守
れ
る
こ
と

④
警
察・選
挙・徴
税
事
務
な
ど
に
関
わ
り
が
な

　
い
こ
と

※

登
録
の
前
に
面
談
を
行
な
い
ま
す
。

募　
　

集

要　
件　
原
則
と
し
て
18
歳
以
上
70
歳
未
満
で

　
人
を
喜
ば
せ
る
事
が
好
き
な
方
。

※

高
校
生
は
保
護
者
の
同
意
が
必
要
で
す
。

申　
込　
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、持

　
参
、郵
送
、フ
ァッ
ク
ス
ま
た
は
メ
ー
ル
に
よ
り
、

　
３
月
１
日（
金
）ま
で
に
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

送
付
先　
〒
４
０
０-

０
０
３
１ 

甲
府
市
丸
の
内

　
１-

６-

１
別
館
２
階 

や
ま
な
し
観
光
推
進
機

　
構
内 

信
玄
公
祭
り
実
行
委
員
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ

　
ア
係

申
込・お
問
合
せ
／
信
玄
公
祭
り
実
行
委
員
会

電
話（
２
３
１
）２
７
２
２

フ
ァッ
ク
ス（
２
２
１
）３
０
４
０

　
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

y-tanaka@
yam

akan-sk.jp

－３－

  
   

募
集



●
第
１
回
南
ア
ル
プ
ス
ア
ヤ
メ
の
里

　
レ
デ
ィ
ー
ス
ラ
ン
参
加
者
募
集

　
櫛
形
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
か
ら
日
世
南
ア
ル

プ
ス
ス
タ
ジ
ア
ム
ま
で
、ア
ヤ
メ
の
花
を
見
な
が

ら
走
る
、女
性
だ
け
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
大
会
で
す
。

開
催
日　
５
月
３
日（
金
）

　
結
婚
を
希
望
す
る
方
へ
結
婚
相
手
を
紹
介
し
、

結
婚
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

開
催
日　
２
月
17
日（
日
）

時　
間　
13
時
30
分
〜
20
時

場　
所　
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

要　
件　
男
性
50
歳
、女
性
45
歳
ま
で
の
健
康
な
方

持
ち
物　
印
鑑
、ス
ナ
ッ
プ
写
真
１
枚

お
問
合
せ
／
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

電
話（
２
８
２
）７
３
２
５

結
婚
相
談（
登
録
制
）

無
料
相
談

●
み
ん
な
で
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
の

　
市
民
向
け
各
種
相
談
会

　
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
苦
情
や
要
望
な
ど

を
受
け
付
け
ま
す
。

開
催
日　
２
月
８
日（
金
）、15
日（
金
）

時　
間　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場　
所　
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー（
８
日
）

　
　
　
　
若
草
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー（
15
日
）

行
政
相
談

無
料
法
律
相
談

　
相
続
、土
地・不
動
産
、借
金
、離
婚
な
ど
の
法

律
に
関
す
る
相
談
会
で
す
。

○
司
法
書
士
会（
予
約
優
先
１
人
50
分・２
月
１

　
日
予
約
開
始
）

開
催
日　
２
月
16
日（
土
）

時　
間　
13
時
〜
16
時

場　
所　
若
草
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

要　
件　
市
内
在
住

○
弁
護
士
会（
予
約
制
１
人
30
分・２
月
１
日
予

　
約
開
始
）

●
市
立
児
童
館
幼
児
教
室
の

　
参
加
者
を
募
集
し
ま
す

　
親
子
で
ふ
れ
あ
い
遊
び
、読
み
聞
か
せ
や
工
作

を
し
て
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

開
催
日　
２
０
１
９
年
４
月
〜
２
０
２
０
年
３
月

　
（
夏
季・年
末
年
始
を
除
く
）月
２
回
程
度

〇
八
田
児
童
館　
第
１・３
金
曜
日（
20
組
）

〇
白
根
児
童
館　
第
２・４
火
曜
日（
20
組
）

〇
若
草
な
か
よ
し
児
童
館

　
　
　
　
　
　
　
第
２・４
木
曜
日（
15
組
）

〇
青
少
年
児
童
セ
ン
タ
ー（
南
風
）

　
　
　
　
　
　
　
第
２・４
木
曜
日（
20
組
）

〇
甲
西
児
童
館　
第
１・３
金
曜
日（
20
組
）

〇
お
お
ケ
ヤ
キ
児
童
館

　
　
　
　
　
　
　
第
２・４
金
曜
日（
15
組
）

時　
間　
10
時
30
分
〜（
１
時
間
程
度
）

対　
象　
平
成
28
年
４
月
２
日
〜
平
成
30
年
４

　
月
１
日
生
ま
れ
の
幼
児
と
そ
の
保
護
者（
市
内

　
在
住
の
方
に
限
り
ま
す
）

参
加
費　
１
，０
０
０
円（
年
間
）

申　
込　
２
月
５
日（
火
）〜
９
日（
土
）の
期
間

　
に
、参
加
を
希
望
す
る
児
童
館
に
て
お
申
し
込

　
み
く
だ
さ
い
。申
し
込
み
先
着
順
で
す
。

※

詳
細
は
各
市
立
児
童
館
内
に
設
置
し
て
あ
り

　
ま
す
申
込
書
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ
／
青
少
年
児
童
セ
ン
タ
ー

電
話（
２
８
２
）７
３
２
４

●
県
立
中
央
高
校
通
信
制
生
徒
募
集

　
主
に
自
宅
学
習
に
よ
る
レ
ポ
ー
ト
作
成
と
ス
ク

ー
リ
ン
グ
に
よ
っ
て
高
等
学
校
卒
業
の
資
格
が
得

ら
れ
る
過
程
で
す
。毎
日
の
登
校
は
不
要
で
、自
分

の
ペ
ー
ス
で
学
習
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

募
集
学
科　
普
通
科
、衛
生
看
護
科

※

衛
生
看
護
科
は
、甲
府
看
護
専
門
学
校
の
准

　
看
護
学
科
に
合
格
ま
た
は
在
籍・卒
業
の
者

出
願
資
格　
県
内
在
住
の
者
で
、中
学
校
を
卒

　

業
し
た
者
、お
よ
び
平
成
31
年
３
月
卒
業
見

　
込
み
の
者
、ま
た
は
、高
等
学
校
を
退
学
し
た

　
が
再
入
学
を
希
望
す
る
者

出
願
受
付
お
よ
び
面
接
検
査

〇
第
１
期　
３
月
12
日（
火
）、14
日（
木
）、15
日

　
（
金
） ９
時
〜
16
時

〇
第
２
期　
３
月
22
日（
金
）、26
日（
火
）、28
日

　
（
木
） ９
時
〜
16
時

作
文・筆
記
検
査

　
第
１
期　
３
月
18
日（
月
）

　
第
２
期　
３
月
29
日（
金
）

入
学
選
抜　
書
類
審
査・作
文・筆
記
試
験
お
よ

　
び
面
接
に
基
づ
い
て
行
な
い
ま
す
。

※

出
願
書
類
は
、事
務
室
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

お
問
合
せ
／
県
立
中
央
高
等
学
校
通
信
制

電
話（
２
２
６
）４
４
１
２

●
公
共
職
業
訓
練
受
講
者
募
集

　
再
就
職
に
必
要
な
技
能・技
術
を
身
に
つ
け
た

い
方
を
対
象
と
し
た
職
業
訓
練
で
す
。

※

Ｉ
Ｔ
機
器
プ
ロ
ダ
ク
ト
科（
旧
電
子
制
御
技
術

　
科
）、産
業
技
術
科
は
概
ね
45
歳
未
満
の
方
が

　
対
象
で
す
。

コ
ー
ス　
Ｉ
Ｔ
機
器
プ
ロ
ダ
ク
ト
科※
、産
業
技

　
術
科※

期　
間　
３
月
５
日
〜
９
月
30
日（
７
ヵ
月
）

場　
所　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
山
梨

受
講
料　
無
料（
テ
キ
ス
ト
代
実
費
）

申　
込　
２
月
12
日（
火
）ま
で
に
住
所
ま
た
は

　
居
所
を
管
轄
す
る
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ

３
月
生

コ
ー
ス　
機
械C

A
D
/N
C

科
、金
属
加
工
科
、

　
建
築CAD

サ
ー
ビ
ス
科
、電
気
設
備
技
術
科
、

　
Ｉ
Ｔ
機
器
プ
ロ
ダ
ク
ト
科※

、産
業
技
術
科※

４
月
生

開
催
日　
２
月
22
日（
金
）

時　
間　
13
時
30
分
〜
16
時
30
分

場　
所　
市
役
所
新
館
１
階

要　
件　
市
内
在
住
、予
約
年
度
１
回
ま
で

お
問
合
せ
／
み
ん
な
で
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

電
話（
２
８
２
）６
４
９
３

種　
目　

○
3.5
㎞ 

フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部（
一
般
の
女
性
と
小
学

　
６
年
生
ま
で
の
子
ど
も
）

○
10
㎞ 

一
般
の
部（
高
校
生
以
上
）

○
10
㎞ 

45
歳
以
上
の
部（
４
月
１
日
基
準
）

参
加
費　
３．５
㎞　
３
，５
０
０
円

　
　
　
　
10
㎞　
３
，０
０
０
円

申　
込　
市
陸
上
競
技
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

　
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。２
月
１
日（
金
）か

　
ら
28
日（
木
）ま
で
受
け
付
け
ま
す
。

お
問
合
せ
／
市
陸
上
競
技
協
会 

石
川 

壽

電
話
０
９
０（
８
７
７
７
）７
０
８
５

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://m
-alpstf.o.oo7.jp/

期　
間　
４
月
２
日
〜
９
月
30
日（
６
ヵ
月
）

場　
所　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
山
梨

受
講
料　
無
料（
テ
キ
ス
ト
代
実
費
）

申　
込　
３
月
５
日（
火
）ま
で
に
住
所
ま
た
は

　
居
所
を
管
轄
す
る
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ

※

無
料
託
児
サ
ー
ビ
ス
あ
り（
一
部
実
費
負
担
）

お
問
合
せ
／
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
山
梨

電
話（
２
４
２
）３
０
６
６

－４－

談
相
料
無

募
集



●
認
知
症
に
つ
い
て
の
相
談

①
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
相
談
日

開
催
日　
毎
週
水
曜
日

時　
間　
８
時
30
分
〜
12
時

場　
所　
介
護
福
祉
課（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

お
問
合
せ
／
介
護
福
祉
課電

話（
２
８
２
）７
３
３
９

②
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会

　
「
や
ま
び
こ
の
会
」相
談
日

開
催
日　
２
月
20
日（
水
）

時　
間　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場　
所　
白
根
げ
ん
き
館

※

認
知
症
カ
フ
ェ「
カ
フ
ェ
や
ま
び
こ
」も
同
時
開

　
催
し
ま
す
。（
参
加
費
２
０
０
円
）

申
込・お
問
合
せ
／
や
ま
び
こ
の
会 
猪
狩

電
話
０
９
０（
１
１
１
４
）２
８
７
０

●
出
張
ふ
く
し
相
談
会（
予
約
優
先
）

　
ふ
く
し
の
専
門
相
談
員（
C
S
W
）が
地
域
に

出
張
し
て
相
談
に
応
じ
ま
す
。秘
密
は
厳
守
し
ま

す
の
で
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

開
催
日　
２
月
13
日（
水
）

時　
間　
10
時
〜
12
時　

場　
所　
飯
野
新
田
営
農
セ
ン
タ
ー

開
催
日　
２
月
27
日（
水
）

時　
間　
10
時
〜
12
時　

場　
所　
櫛
形
北
地
区
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

※

出
張
相
談
以
外
に
、毎
月
第
１
水
曜
日
に
白
根

　
げ
ん
き
館
、第
３
水
曜
日
に
社
協
本
所
に
て
13

　
時
か
ら
15
時
ま
で
相
談
会
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

お
問
合
せ
／
社
会
福
祉
協
議
会
ふ
く
し
相
談
支

　
援
セ
ン
タ
ー　
　

   

電
話（
２
８
４
）７
８
３
０

　
相
続
、土
地・不
動
産
、借
金
、離
婚
な
ど
の
法

律
に
関
す
る
相
談
会
で
す
。

○
司
法
書
士
会（
予
約
優
先
１
人
50
分・２
月
１

　
日
予
約
開
始
）

開
催
日　
２
月
16
日（
土
）

時　
間　
13
時
〜
16
時

場　
所　
若
草
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

要　
件　
市
内
在
住

○
弁
護
士
会（
予
約
制
１
人
30
分・２
月
１
日
予

　
約
開
始
）

●
不
動
産
無
料
相
談
会（
予
約
不
要
）

　
宅
建
協
会
に
よ
る
不
動
産
に
関
す
る
ト
ラ
ブ

ル
や
不
安
な
ど
の
相
談
会
で
す
。

開
催
日　
２
月
20
日（
水
）

時　
間　
13
時
30
分
〜
16
時

場　
所　
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

お
問
合
せ
／
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会

電
話（
２
４
３
）４
３
０
０

●
社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る

　
年
金
相
談
会

開
催
日　
２
月
21
日(

木)

時　
間　
９
時
〜
12
時
、13
時
〜
16
時

場　
所　
市
役
所
本
館
３
階 

小
会
議
室

持
ち
物　
年
金
手
帳
ま
た
は
年
金
証
書
、ね
ん

　
き
ん
特
別
便
ま
た
は
定
期
便

※

事
前
の
電
話
予
約
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

お
問
合
せ
／
国
保
年
金
課電

話（
２
８
２
）７
２
４
８

●
成
年
後
見
制
度
相
談
会（
予
約
優
先
）

　
成
年
後
見
制
度
は
、認
知
症
、精
神
障
害
、知

的
障
害
な
ど
の
理
由
で
判
断
能
力
が
不
十
分
な

人
が
、財
産
管
理
や
日
常
生
活
で
の
さ
ま
ざ
ま
な

契
約
な
ど
を
行
な
う
と
き
に
、判
断
が
む
ず
か
し

く
不
利
益
を
被
る
こ
と
等
を
防
ぎ
、権
利
と
財

産
を
守
り
、支
援
す
る
制
度
で
す
。

●
緑
化
無
料
相
談
会

　
緑
の
相
談
所
の
樹
木
医・角
田
信
夫
先
生
に
よ

る
、樹
木（
庭
木・果
樹
）の
管
理
方
法
や
病
害
虫

防
除
な
ど
に
関
す
る
無
料
相
談
会
で
す
。

開
催
日　
２
月
22
日（
金
）　

時　
間　
10
時
〜
12
時
、13
時
〜
15
時

場　
所　
地
域
防
災
交
流
セ
ン
タ
ー　

開
催
日　
３
月
８
日（
金
）　

時　
間　
10
時
〜
12
時
、13
時
〜
15
時

場　
所　
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

イ
ベ
ン
ト
・
講
演
会
等

受
付
期
間　
２
月
１
日（
金
）〜
７
日（
木
）

※

な
お
、申
し
込
み
に
空
き
が
あ
る
場
合
は
、受

　
付
期
間
を
過
ぎ
て
も
受
け
付
け
ま
す
。

①
特
別
観
望
日「
り
ゅ
う
こ
つ
座
カ
ノ
ー
プ
ス
と

　
冬
の
星
座
を
観
る
会
」

　
冬
の
夜
空
に
瞬
く
星
々
を
観
察
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

●
生
涯
学
習
講
座

開
催
日　
２
月
22
日（
金
）

時　
間　
13
時
30
分
〜
16
時
30
分

場　
所　
市
役
所
新
館
１
階

要　
件　
市
内
在
住
、予
約
年
度
１
回
ま
で

お
問
合
せ
／
み
ん
な
で
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

電
話（
２
８
２
）６
４
９
３

開
催
日　
２
月
20
日（
水
）

時　
間　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場　
所　
社
会
福
祉
協
議
会 

本
所

相
談
員　
社
会
福
祉
士

申
込・お
問
合
せ
／
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー

電
話（
２
８
３
）８
７
２
２

※

申
込
不
要
で
、先
着
順
に
相
談
を
受
け
ま
す
。

※

相
談
の
際
に
症
状
が
出
て
い
る
枝
葉
ま
た
は

　
写
真
等
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ
／
み
ど
り
自
然
課

電
話（
２
８
２
）７
２
５
９

開
催
日　
２
月
23
日（
土
）

時　
間　
19
時
30
分
〜
20
時
30
分　

場　
所　
ふ
る
さ
と
天
文
館

参
加
費　
１
０
０
円

定　
員　
20
名

②
ひ
な
ま
つ
り
の
ケ
ー
キ
作
り
教
室

　
旬
の
苺
を
使
っ
た
ム
ー
ス
の
ケ
ー
キ
を
作
り
ま

す
。ひ
な
ま
つ
り
の
お
祝
い
に
お
す
す
め
で
す
。

開
催
日　
２
月
24
日（
日
）

時　
間　
10
時
〜
13
時

場　
所　
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

参
加
費　
２
，１
０
０
円（
材
料
費
込
み
）

定　
員　
12
組

③
ピ
ラ
テ
ィ
ス
で
心
と
カ
ラ
ダ
を
美
し
く
！

　
初
心
者
向
け
の
講
座
で
す
。ス
ト
レ
ッ
チ
で
体

を
整
え
、し
な
や
か
な
体
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

開
催
日　
２
月
19
日（
火
）、26
日（
火
） ※

全
２
回

時　
間　
19
時
30
分
〜
20
時
30
分

場　
所　
櫛
形
健
康
セ
ン
タ
ー

参
加
費　
１
０
０
円

定　
員　
20
名

④
美
味
し
い
珈
琲
教
室

　
数
種
類
の
豆
を
飲
み
比
べ
し
な
が
ら
、奥
深
い

コ
ー
ヒ
ー
の
世
界
を
堪
能
し
ま
せ
ん
か
。

開
催
日　
２
月
20
日（
水
）

時　
間　
19
時
〜
20
時
30
分

場　
所　
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

参
加
費　
６
０
０
円（
材
料
費
込
み
）

定　
員　
12
名

※

各
講
座
と
も
応
募
多
数
の
場
合
は
、抽
選
と

　
な
り
ま
す
。定
員
に
満
た
な
い
場
合
は
、開
講

　
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

申
込・お
問
合
せ
／
生
涯
学
習
課

電
話（
２
８
２
）７
７
７
８

－５－

ト
ン
ベ
イ

談
相
料
無



●
講
演
会「
子
ど
も
た
ち
の
今
と
、

　
地
域
の
こ
れ
か
ら
」

　
今
ど
き
の
子
ど
も
に
求
め
ら
れ
る
地
域
の
大
人

の
関
わ
り
に
つ
い
て
、映
画「
み
ん
な
の
学
校
」で

有
名
な
木
村
先
生
の
お
話
を
聴
き
ま
す
。南
ア
ル

プ
ス
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
の
全
体
研

修
会
で
す
。一
般
の
方
も
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

開
催
日　
２
月
19
日（
火
）

時　
間　
13
時
〜
15
時

場　
所　
櫛
形
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

講　
師　
木
村 

泰
子 

氏

●
幸
せ
実
感
！
南
ア
ル
プ
ス
市
健
康
リ
ー
グ
協
賛
事
業

　
慢
性
腎
臓
病
予
防
教
室

　
新
た
な
国
民
病
と
い
わ
れ
る
慢
性
腎
臓
病

（
C
K
D
）を
予
防
す
る
た
め
の
教
室
を
開
催
し

ま
す
。あ
な
た
の
大
切
な
体
を
守
る
た
め
の
予
防

法
に
つ
い
て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

開
催
日　
第
１
回　
２
月
21
日（
木
）

　
　
　
　
第
２
回　
２
月
27
日（
水
）

時　
間　
13
時
30
分
〜
15
時

場　
所　
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

対　
象　
市
民

参
加
費　
無
料

講　
師　
第
１
回　
原
口
内
科・腎
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
原
口 

和
貴 

先
生

　
　
　
　
第
２
回　
市
管
理
栄
養
士

定　
員　
30
名（
要
申
込
）

締　
切　
２
月
14
日（
木
）

申
込・お
問
合
せ
／
健
康
増
進
課

電
話（
２
８
４
）６
０
０
０

　
南
ア
ル
プ
ス
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
の
山
梨
県

構
成
市
町
で
自
然
保
護・調
査
活
動
等
を
さ
れ
て

い
る
方
々
の
取
り
組
み
発
表
会
を
開
催
し
ま
す
。

参
加
は
無
料
で
、定
員
は
あ
り
ま
せ
ん
。

開
催
日　
２
月
９
日（
土
）

時　
間　
13
時
30
分
〜
16
時
30
分

場　
所　
地
域
防
災
交
流
セ
ン
タ
ー

申
込・お
問
合
せ
／
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
推
進
室

電
話（
２
８
２
）７
２
６
１

●
南
ア
ル
プ
ス
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク

　
取
り
組
み
発
表
会

　
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
ト
リ
ュ
フ
を
作
り
ま
す
。か
わ

い
く
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
て
バ
レ
ン
タ
イ
ン
の
贈

り
物
に
。親
子
で
の
参
加
も
で
き
ま
す
。

開
催
日　
２
月
９
日（
土
）

時　
間　
10
時
〜
12
時
30
分

場　
所　
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
伊
奈
ヶ
湖

参
加
費　
大
人　
　
　
２
，０
０
０
円

　
　
　
　
小
中
学
生　
１
，０
０
０
円

※

ラ
ン
チ
が
付
き
ま
す
。

対　
象　
小
学
生
以
上

※

お
子
様
だ
け
の
参
加
は
で
き
ま
せ
ん
。

定　
員　
５
名（
申
込
先
着
順
）

締　
切　
２
月
７
日（
木
）17
時

申
込・お
問
合
せ
／
エ
コ
パ
伊
奈
ヶ
湖
グ
リ
ー
ン

　
ロ
ッ
ジ（
月
曜
休
館
）電

話（
２
８
３
）８
７
０
０

●
バ
レ
ン
タ
イ
ン
ト
リ
ュ
フ
教
室

　
さ
ま
ざ
ま
な
動
物
た
ち
の
住
み
や
す
い
巣
箱

作
り
を
し
ま
し
ょ
う
。作
っ
た
巣
箱
は
春
に
小
鳥

が
来
て
く
れ
る
よ
う
に
樹
に
か
け
ま
す
。

開
催
日　
２
月
16
日（
土
）、17
日（
日
）

時　
間　
10
時
〜
12
時

場　
所　
エ
コ
パ
伊
奈
ヶ
湖
グ
リ
ー
ン
ロ
ッ
ジ
総

　
合
受
付
前
集
合

参
加
費　
３
０
０
円

※
別
料
金
で
巣
箱
の
お
持
ち
帰
り
も
で
き
ま
す
。

対　
象　
小
学
生
以
上

※

お
子
様
だ
け
の
参
加
は
で
き
ま
せ
ん
。

定　
員　
10
名（
申
込
先
着
順
）

申
込・お
問
合
せ
／
エ
コ
パ
伊
奈
ヶ
湖
グ
リ
ー
ン

　
ロ
ッ
ジ（
月
曜
休
館
）電

話（
２
８
３
）８
７
０
０

●
小
鳥
や
動
物
の
巣
箱
を
作
ろ
う
！

●
健
康
ス
ポ
ー
ツ
教
室

　

高
齢
者
向
け
の
リ
ズ
ム
体
操
や
ス
ト
レ
ッ
チ

等
で
楽
し
く
体
を
動
か
し
ま
せ
ん
か
。

開
催
日　
２
月
17
日（
日
）、24
日（
日
）

時　
間　
10
時
〜
11
時
30
分

場　
所　
甲
西
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー（
17
日
）

　
　
　
　
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー（
24
日
）

対　
象　
市
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
方

参
加
費　
無
料（
送
迎
バ
ス
に
つ
い
て
は
お
問
い

　
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。）

持
ち
物　
汗
拭
き
用
タ
オ
ル

●
フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

開
催
日　
２
月
14
日（
木
）、28
日（
木
）

時　
間　
20
時
〜
21
時
30
分

場　
所　
櫛
形
総
合
体
育
館

参
加
費　
無
料

申　
込　
不
要

持
ち
物　
タ
オ
ル
、屋
内
シ
ュ
ー
ズ
、飲
み
物

申
込・お
問
合
せ
／
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会

　
事
務
局（
生
涯
学
習
課
）電

話（
２
８
２
）７
７
７
８

●
安
藤
家
住
宅
ひ
な
ま
つ
り

　

国
重
要
文
化
財
の
旧
家
に
て
、江
戸
か
ら
昭

和
ま
で
の
雛
人
形
約
２
０
０
体
を
展
示
し
ま
す
。

主
に
明
治
期
に
製
作
さ
れ
、人
々
に
親
し
ま
れ
た

山
梨
独
自
の
雛
人
形〝
横
沢
び
な
〞も
登
場
。安

藤
家
住
宅
な
ら
で
は
の
雰
囲
気
を
ぜ
ひ
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

開
催
日　
２
月
７
日（
木
）〜
４
月
８
日（
月
）

※

火
曜
日
は
休
館
日
で
す
。

開
館
時
間　
９
時
〜
16
時
30
分

※

最
終
入
館
は
16
時
で
す
。

場　
所　
安
藤
家
住
宅（
西
南
湖
４
３
０
２
）

入
館
料　
大
人
３
０
０
円
、小
中
高
生
１
０
０
円

お
問
合
せ
／

　
文
化
財
課　
　
　

  

電
話（
２
８
２
）７
２
６
９

　
安
藤
家
住
宅　
　

  

電
話（
２
８
４
）４
４
４
８

●
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
の
イ
ベ
ン
ト

　
個
人
や
市
民
団
体
の
皆
さ
ん
の
情
報
交
換
サ

ロ
ン
を
開
催
し
ま
す
。今
回
は
山
梨
県
に
初
オ
ー

プ
ン
し
た
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
の
見
学
を
行

な
い
、フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
体
験
し
、理

解
を
深
め
ま
す
。

開
催
日　
２
月
12
日（
火
）

時　
間　
19
時
30
分
〜

場　
所　

Casa Prism
a

（
甲
府
市
丸
の
内
１‒

　
１‒

25 

甲
州
夢
小
路
内
）

講　
師　
佐
藤 

文
昭 

氏（
山
梨
県
立
大
学
）

協　
力　
山
梨
県
立
大
学
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
セ
ン
タ

　
ー Casa Prism

a

申
込・お
問
合
せ
／
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

電
話（
２
８
２
）７
３
２
５

①
市
民
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
ズ
サ
ロ
ン

　
　
　
　
（
大
阪
市
立
大
空
小
学
校
初
代
校
長
）

申
込・お
問
合
せ
／
福
祉
総
合
相
談
課

電
話（
２
８
２
）７
２
２
３

－６－

ト
ン
ベ
イ



●
裁
判
所
業
務
説
明・見
学
セ
ミ
ナ
ー

　
裁
判
所
っ
て
ど
ん
な
仕
事
を
し
て
い
る
の
？
裁

判
所
の
仕
事
の
紹
介
、庁
舎・法
廷
の
見
学
、質
疑

応
答
な
ど
を
行
な
い
ま
す
。

開
催
日　
２
月
15
日（
金
）

時　
間　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場　
所　
甲
府
地
方・家
庭
裁
判
所

対　
象　
高
校
生
、大
学
生
、専
門
学
校
生
や
そ

　
の
家
族
、先
生
な
ど

定　
員　
30
名（
申
込
先
着
順
）

申　
込　
土
日
祝
日
を
除
く
、８
時
30
分
〜
17

　
時
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

締　
切　
２
月
13
日（
水
）

申
込・お
問
合
せ
／
甲
府
地
方
裁
判
所
事
務
局

　
総
務
課　
　
　
　

  

電
話（
２
３
５
）１
１
３
４

●
〜
古
楽
に
よ
る
日
独
の
架
け
橋
〜

　
Ｊ
．Ｓ
．バ
ッ
ハ「
ロ
短
調
ミ
サ
曲
」

　
演
奏
会

　
世
界
で
活
躍
す
る
声
楽
家
と
県
内
出
身
声
楽

家
が
競
演
し
ま
す
。

開
催
日　
３
月
３
日（
日
）

時　
間　
15
時
開
演（
14
時
30
分
開
場
）

場　
所　
桃
源
文
化
会
館 

桃
源
ホ
ー
ル

入
場
料　
無
料

お
問
合
せ
／
山
梨
大
学
教
育
学
部

電
話（
２
２
０
）８
２
５
０

●
文
化
協
会
白
根
地
区
文
化
祭

　
展
示
と
芸
能
発
表
を
行
な
い
ま
す
。

開
催
日　
２
月
16
日（
土
）、17
日（
日
）

※

芸
能
発
表
は
９
時
30
分
開
始

場　
所　
桃
源
文
化
会
館

お
問
合
せ
／
小
野　

   

電
話（
２
８
２
）２
６
４
２

●
お
箏
の
教
室
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
お
箏
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。ど
な
た
で
も

参
加
で
き
ま
す
。初
心
者
大
歓
迎
で
す
。

●
第
32
回
豊
地
区
分
館
ま
つ
り

　
豊
地
区
文
化
の
祭
典
、分
館
ま
つ
り
を
２
日
間

の
日
程
で
実
施
し
ま
す
。

開
催
日　
２
月
16
日（
土
）、17
日（
日
）

時　
間　
16
日　
９
時
〜
16
時

　
　
　
　
17
日　
９
時
〜
15
時

場　
所　
働
く
婦
人
の
家

お
問
合
せ
／
豊
地
区
分
館
長 

中
込

電
話（
２
８
２
）３
１
９
８

●
第
16
回
南
ア
ル
プ
ス
市

　
芦
安
渓
流
釣
り
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
９

　

芦
安
地
区
を
流
れ
る
御
勅
使
川
を
会
場
に

「
第
16
回
南
ア
ル
プ
ス
市
芦
安
渓
流
釣
り
フ
ェ
ス

タ
」を
開
催
し
ま
す
。ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
芦
安
地

区
で
釣
り
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　
大
き
な
イ
ワ
ナ
や
ヤ
マ
メ
を
釣
り
上
げ
た
方

に
は
、賞
品
を
多
数
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

　
多
く
の
釣
り
愛
好
家
の
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

開
催
日　
３
月
10
日（
日
）

時　
間　
６
時
〜
10
時（
受
付 

５
時
30
分
〜
）

場　
所　
御
勅
使
川（
芦
安
地
区
）

内　
容　
イ
ワ
ナ・ヤ
マ
メ
の
体
長
を
競
い
ま
す
。

※

「
え
さ
釣
り
」の
み
で
す
。（
ル
ア
ー・フ
ラ
イ
等

　
は
禁
止
）

※

「
子
供
専
用
エ
リ
ア
」が
あ
り
ま
す
。（
ニ
ジ
マ
ス

　
の
み
）

参
加
費

〇
宿
泊
参
加
者　
大
人
４
，０
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
子
供
２
，０
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
（
宿
泊
料
金
は
別
途
）

〇
当
日
参
加
者　
大
人
５
，０
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
子
供
２
，５
０
０
円

※

宿
泊
す
る
方
は
、芦
安
温
泉
郷
の
各
宿
泊
場

　
所
へ
直
接
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

※

参
加
費
に
は
、朝
食（
お
に
ぎ
り・豚
汁
）代
が

　
含
ま
れ
ま
す
。

申　
込　
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の

　
上
、フ
ァッ
ク
ス
に
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。申
込

　
用
紙
は
市
観
光
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

　
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

締　
切　
２
月
28
日（
木
）17
時
ま
で

お
問
合
せ
／
市
観
光
協
会電

話（
２
８
４
）４
２
０
４

●
第
27
回
北
地
区
分
館
ま
つ
り

開
催
日　
２
月
23
日（
土
）、24
日（
日
）

時　
間　
23
日　
９
時
〜
16
時
30
分

　
　
　
　
24
日　
９
時
〜
15
時

場　
所　
北
地
区
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

内　
容　
作
品
展
示（
絵
手
紙・書
道・写
真・陶

　
芸
等
）、ス
テ
ー
ジ
発
表（
舞
踊・大
正
琴・伝
統

　
芸
能
等
）、講
演
会
、食
生
活
改
善
推
進
委
員

　
に
よ
る
試
食
の
提
供（
23
日
昼
）、お
茶
席（
24

　
日
午
前
中
）

お
問
合
せ
／
北
地
区
分
館
長 

横
内 

俊
武

電
話（
２
８
２
）１
４
９
５

●
楽
し
い
櫛
形
山
の
冬

　
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
で
滝
の
結
氷
へ
！

開
催
日　
２
月
９
日（
土
）、10
日（
日
）、11
日（
月・

　
祝
）、23
日（
土
）

時　
間　
７
時
50
分
集
合
〜
16
時

場　
所　
エ
コ
パ
伊
奈
ヶ
湖
駐
車
場
集
合

内　
容　
北
尾
根
登
山
口
〜
見
晴
ら
し
平
〜
平

　
成
峡
〜
見
晴
ら
し
平
〜
北
尾
根
登
山
口

対　
象　
６
時
間
以
上
の
登
山
に
自
信
の
あ
る
方

参
加
費　
８
，０
０
０
円（
要
申
込・ガ
イ
ド
料・

　
保
険
料
込
み
、昼
食
持
参
）

※

用
具
は
レ
ン
タ
ル
が
可
能
で
す
。

申
込・お
問
合
せ
／
市
ネ
イ
チ
ャ
ー
ガ
イ
ド
協
会

電
話（
２
８
５
）１
５
５
０

　
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

m
inam

i_alps_nga@
yahoo.co.jp

●
第
28
回
西
地
区
分
館
祭
り

開
催
日　
２
月
16
日（
土
）、17
日（
日
）

時　
間

○
展
示　
16
日　
13
時
〜
17
時

　
　
　
　
17
日　
９
時
〜
15
時

○
発
表　
17
日　
12
時
30
分
〜
15
時

場　
所　
西
地
区
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

内　
容　
作
品
展
示（
書
道
、絵
画
、盆
栽
、写
真
、

　
短
歌
、俳
句
、西
小
学
校
児
童
作
品
、西
保
育

　

所
園
児
作
品
等
）、ス
テ
ー
ジ
発
表（
下
市
獅

　
子
舞
、高
尾
神
楽
、高
尾
巫
女
の
舞
、民
謡・舞

　
踊
、３
Ｂ
体
操
、西
保
育
所
園
児
遊
戯
）

お
問
合
せ
／
西
地
区
分
館
長 

河
野 

勉

電
話（
２
８
４
）１
８
７
７

市
民
か
ら
の
お
知
ら
せ

開
催
日　
２
月
24
日（
日
）

時　
間　
13
時
〜
16
時

場　
所　
櫛
形
社
会
福
祉
会
館

参
加
費　
１
，０
０
０
円

申
込・お
問
合
せ
／
坂
本 

琴
音

電
話
０
９
０（
５
７
５
８
）４
９
２
２

－７－

ら
か
民
市

ト
ン
ベ
イ



●市役所関係　お問合せ／管財契約課　TEL.282-6092
開札日 件　　　名 履行場所 請　負　者 契約金額（円）

12月  3日

12月  3日

12月  3日

12月  3日

12月  3日

12月13日

12月13日

12月13日

12月13日

12月13日

12月13日

12月17日

12月17日

12月17日

12月17日

12月17日

12月17日

12月17日

12月17日

12月17日

12月17日

桃園地内農道舗装修繕工事

飯野地内水路改修工事 ２工区

白根中央公園スタンドベンチ改修工事

南アルプス市庁舎外構工事(東)駐輪場・休憩所工事

南アルプス市庁舎外構工事(東)植栽工事

山梨県知事選挙開票所設営・撤去業務委託

平成31年度健康づくり日程表印刷業務

貸与被服購入（新規採用予定消防吏員４名分）

非常用食糧（特定アレルゲン不使用品）購入

公用車リース（管財契約課）

公用車リース（白根窓口サービスセンター）

さくらの里市民プールアスベスト除去工事

市営田尻団地１号棟他３棟解体撤去工事

櫛形総合公園プール内トイレ改修工事

坪川公園便益施設改修工事

坪川公園休憩施設改修工事

橋北８号線道路改良工事１工区

橋梁長寿命化修繕工事（堰野川大橋外１橋）

櫛形８号線道路予備設計業務委託

櫛形11号線道路植栽管理業務委託

芦安小中学校渡り廊下設置工事設計業務委託

桃園地内

飯野地内

百々地内

小笠原地内

小笠原地内

桃園地内

飯野地内

十五所地内

榎原地内

小笠原地内

飯野地内

鏡中條地内

市内

桃園地内

川上地内

古市場地内

小笠原地内

市内

桃園地内

市内

芦安安通地内

㈱輪田道路

㈱市口興業

中沢建設㈱

㈱青柳興業

㈲東香園

㈲新星堂印刷

㈲ヤマト商事

ナカゴミ㈱

㈱ユニオックス

㈱トヨタレンタリース山梨

㈱スギタ建工

㈱サワショウ

㈲甲西管工

㈲磯野建設

㈲野田組

河野土木㈱

㈲野呂瀬建設

㈱フジ・フロンテ

㈲東香園

はね設計

8,046,000

5,140,800

16,254,000

7,128,000

5,335,200

540,000

1,603,800

1,259,712

570,240

27,540

18,684

51,084,000

5,292,000

4,903,200

14,364,000

5,994,000

11,858,400

9,720,000

4,406,400

4,471,200

2,754,000

12 月 の 入 札 結 果

●企業局関係　お問合せ／企業局総務課　TEL.282-2016
開札日 件　　　名 履行場所 請　負　者 契約金額（円）

12月  5日

12月  5日

12月  5日

12月19日

12月19日

12月19日

12月19日

県道漏水修繕箇所舗装本復旧工事

消火栓新設工事（下今井工区）

消火栓新設工事（和泉工区）

上宮地第１配水池更新事業送配水管布設替工事

県道甲斐早川線舗装本復旧工事（２工区）

市道若草１級１号線他舗装本復旧工事

上今諏訪浄水場改修工事（土木工事）

下今井地内

和泉地内

上宮地地内

有野地内

市内

上今諏訪地内

㈱輪田道路

㈲鈴木設備工業

㈲甲西管工

㈲丸正住宅設備

㈱輪田道路

高野工業㈱

青柳土木㈱

1,252,800

1,533,600

1,414,800

7,981,200

8,262,000

3,909,600

23,436,000

㈱セブンサービス企画装飾
山梨営業所

曲輪田・
上市之瀬地内

－８－

果
結
札
入


